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平成２４年８月定例教育委員会会議録 

 

平成２４年度塩尻市教育委員会８月定例教育委員会が、平成２４年８月２３日、午後１時１５分、

塩尻総合文化センター３０２多目的室に招集された。 

 

会 議 日 程 

１ 開 会 

 

２ 前回会議録の承認 

 

３ 教育長報告 

報告第１号  主な行事等報告について 

報告第２号  ９月の行事予定等について 

報告第３号  後援・共催について 

報告第４号  平成２３年度教育委員会関係決算概要について 

 

４ 議 事 

 

５ その他 

  その他第1号  教育委員会関係例規改正について 

  その他第２号  平成２４年度教育委員会関係補正予算（案）について 

 

６ 閉 会 

 

○ 出席委員 

委員長 小 澤 嘉 和  職務代理者 渡 辺 庸 子

委 員 

教育長 

田 中 佳 子

山 田 富 康

 委 員 石 井  實

     

○ 説明のため出席した者  

こども教育部長 
 
こども課長 

小 島 賢 司

 
羽 多 野 繁 春

 こども教育部次長 
（教育総務課長） 
家庭支援室長 

古 畑 耕 司

 

清 水  進

生涯学習部長 

 

文化財担当課長 
スポーツ振興課長 
 
市民交流センター長 
市民活動支援課長 

加 藤  廣

 
渡 邊  泰

青 木  実

 

田 中 速 人

小 澤 和 江

 生涯学習部次長 

（社会教育課長） 

平出博物館館長 
男女共同参画・人 
権課長 

総務課長 
 

中 野 実 佐 雄

 

小 林 康 男

熊 谷 善 行

 

石 川  忍

 

 

○ 事務局出席者 

教育企画係長 上 條  史 生    
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１ 開会 

小澤委員長 定刻になりましたので、ただいまから８月の定例教育委員会を開会いたします。よろし

くお願いします。 
秋風が非常に心地よく感じられるわけであります。去りゆく夏が懐かしく、惜しいなという思い

があります。はっとしたことでありますけれども、小さい田んぼ、自分で管理しております。先日

その田んぼに足を運んで、土手から稲の成長ぐあいを眺めておりました。見事に実っているな、こ

としもいいぞ、とほくそ笑んでいました。それでもと思って、ちょっと土手からおりて稲の株をひ

ょいっと分けて見ました。中にはびっしりとヒエが続々と生えてきており、これは大変なことだと

思っていました。これから時間を見つけてヒエ取りに励まなくてはいけないなと、そんなことを思

ったわけであります。その時に、行政の姿も遠くから眺めて平和だな、うまくいっているな、なん

て思っていてはいけない。実際に現場に足を運んで、実態を把握して、それを施策に移していかな

くてはいけないなと、そんなことを思ったわけであります。２学期が始まりました。なるべく現場

に足を運んで、現場の実情を把握していきたいと、そんなことを思った次第であります。 
 

２ 前回会議録の承認について 

小澤委員長 それでは、前回の会議録の承認について事務局からお願いいたします。 

上條教育企画係長 前回７月定例教育委員会の会議録につきまして、既に御確認をいただいておりま

す。本会議終了後に御署名いただきますので、よろしくお願いいたします。 
小澤委員長 よろしいでしょうか。お願いいたします。 
 
３ 教育長報告 

小澤委員長 教育長報告に入ります。教育長、お願いします。 

山田教育長 それでは、お願いいたします。私のほうからは、夏休み期間中の児童、生徒及び職員の

状況、それから、本市内小中学校におけるいじめの状況、およびその対応、それから全国学力テス

トの概況、それから主な行事等の報告とそれに交えまして私の感想を含めまして、以上４点に絞っ

て話をさせていただきます。 

  まず夏休み期間中の児童、生徒及び職員の状況について報告いたします。市内各校では、大規模

改修工事に入った広陵中以外は、本日までに２学期の始業式が行われて学校生活が始まっておりま

す。本市では過去に複数の重大水難事故を経験しておりますけれども、この夏につきましては、そ

うしたこともなく、また児童、生徒、職員には、大きな事故やけが等もありませんでした。ほとん

どの児童、生徒は充実した夏休みを送り、希望と意欲を持って２学期の生活を始めようとしている

ところであります。これから始まる２学期でありますけれども、児童、生徒にとって、自らの成長

を自覚できる学期となりますよう、事務局を挙げて支援してまいりたいと、思っております。 

  次に大津市のいじめの事件に端を発してクローズアップされております、いじめ問題についてで

あります。７月１３日付のいじめに関する文部科学大臣談話を受けて、県では８月７日付でいじめ

根絶に向けた緊急対応について発表いたしました。その中核は、「いじめを見逃さない長野県を目指

す共同メッセージ」にあるかと思います。県ではメッセージをもとに、それを県民運動にまで高め

たいとしております。また、教育委員会と知事部局が連携をして、すべての小・中・高の公立学校

に出向き、学校現場の状況を把握し、直接声を聞きたいとしております。本市におきましても、こ

れまで各校でいじめを生まない学校づくり、万が一いじめが起きてしまった時に適切な対応のとれ

る学校の体制づくりにつきまして、具体的に取り組んでまいりました。今回、県の教育委員会より



 - 3 -

指示がありましたいじめに関する調査でありますが、その調査票、これは市教委経由でありますが、

回答期限が７月２９日になっておりますので、まだ、すべての学校が出そろってはおりませんけれ

ども、その調査によりますと各校でゼロ、または１から２件のいじめが報告されています。いずれ

にしても解決した事案、または解決に向かっている事案であります。市教育委員会といたしまして

は、引き続きいじめを許さない学校の風土づくりや、いじめ問題発生時の適切な対応を各校と情報

共有し、連携をして今後も進めてまいりたいと思っております。 

  次に全国学力学習状況調査に関しまして報告いたします。本年度の全国学力学習状況調査であり

ますが、新しく理科が導入され、抽出校及び希望利用校において実施されました。本市では、すべ

ての学校におきまして実施しております。そのうち抽出校につきましては、８月９日、市教委のほ

うへ結果が示されております。抽出校における学力の状況でありますけれども、全国、全県を上回

るおおむね良好な状況であるかなというように思っております。今後９月上旬までには、希望利用

した学校の結果が示される予定でありますので、その結果をすべて合算いたしまして考察を加え、

市教委としてのまとめを９月末から１０月上旬には公表したいと考えております。また、各校にお

きましては、各校の結果分析と考察、今後の取り組みをまとめまして、市教委の公表の後、各学校

の計画によりまして公表をしていくということになろうかと思います。 

  それでは、ここからは主な行事等の報告に関して、私の感想を交えて話をさせていただきますが、

日本語の力、これを媒介とした思いや思索、表現といったことを核に３つの事業について話をさせ

ていただきたいと思います。 

まず、教育委員会としての事業ではありませんけれども、中学生の平和教育研修について触れさ

せていただきます。市内中学校３年生の代表１２名が広島市を訪れる平和教育研修に行ってまいり

ました。その研修成果を８月１２日の平和祈念のつどいで発表したところであります。中学生が広

島において実際にさまざまな体験を重ねることにより、自分の胸に実感としての思いを抱き、そこ

から戦争とは何か、平和とは何か、これから自分はどうあればよいかと思索し、そして文章や言葉

としてまとめ発信いたしました。この一連の研修を通して、確かに生徒がたくましく成長していく

という姿に接しました。生徒の思いも思索も発表も、その中核をなすものは、日本語の力であるな

と思いました。日本語を媒体に人として成長していると言っても過言ではないなと、そんなことを

思った次第であります。平和祈念のつどいで参会者が、こうした中学生の姿や言葉に触れて平和へ

の願いをより深めることができたことは、これは言うまでもありません。 

  ２つ目は７月２９日に開催された信州しおじり本の寺子屋開校式記念講演会についてであります。

当日はここにおいでの多くの委員の皆さんにも参加いただきましたので、内容については省略させ

ていただきます。ここでは、「信州しおじり本の寺子屋」の趣旨について触れたいと思います。趣旨

を私自身が要約してとらえたことは、「信州しおじり本の寺子屋」は生涯読書を推進するために設置

し、本の可能性を考える機会を広く提供することによって、著者、出版社、書店、図書館に加えて

読者、これは市民でありますが、それを含めて連携をし、図書館である本の寺子屋に集い、本の魅

力を発信したり、受けとめたりし、知恵の交流を重ねることで塩尻発の文化の創造と発信に挑戦す

るということであるかと思います。この挑戦するというところに主体的文化創造の意味があるので

はないかと思います。これから今年度中も講演会、講座、ワークショップ、朗読会、企画展などさ

まざまな企画がされております。老若男女、多くの方々に参加いただき、こうした中でやはり本に

よって日本語を核に豊かに感じ、豊かに考え、豊かに発信し、豊かに受けとめる、そういった人の

輪の広がる塩尻発の文化を発信していきたいと考えております。 

  もう１つ、８月５日午後に行われました短歌大学でありますが、その前に講師の馬場あき子先生

とともに高ボッチ草競馬を見に上がりました。しばらく見物していたわけでありますけれども、馬
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場先生はバッグから小さなメモ帳と鉛筆を取り出してメモ書きを始めました。しばらく気がつくご

とにメモ書きをしていたんですが、その後、先生とお話をさせていただきました。先生の口から出

て来た言葉は、「実際にこうしたところに来ると、高原の涼やかな風も、緑の山の上を流れる白い雲

も、砂じんを上げて目の前を通り過ぎる馬のそれぞれの毛の色や毛並みも、振り落とされてもポニ

ーを追いかける子供の表情も、騎手を振り落としても気持ちよく走り続ける馬の気持ちよさそうな

姿も、みんな私の心の中にすっと入って来るんですよね」というものでした。歌人の物を見る感性

の豊かさ、そしてそこから言葉を紡ぎ出す日本語の豊かさ、そんなものを感じたところであります。

それとともにきょうの資料にもありますけれども、全国短歌フォーラムｉｎ塩尻入選歌作品集、そ

このところに馬場先生が寄せられた前書きを事前に校正の段階で読ませていただきました。そこに

は、このようなことが書かれておりました。「日本の言葉の現状を見ると、私どもは言葉の美学を失

いつつある時期なのだ。伝統的な律の様式を一つの砥石として表現の言葉を選び、磨いていきたい

ということである。」要約するとこのようなことが書かれておりました。私は馬場先生の姿からこの

言葉を思い浮かべたところであります。この例からも、感性というものは、みずからの心の働きを

言葉にかえることによって、そしてそれをまた表現することによって、さらに高まるのではないか

なということを思ったわけであります。 

きょうは、３つの事業についてお話をさせていただきましたけれども、こうした日本語の力を媒

介にした思いや思索、表現といったものは、いずれも市民憲章に挙げられている「心のふれあいを

大切にし、文化のかおり高い夢のあるふるさとをつくります」と言うその内容を私たちが実際に具

現していく中で、その中核にもなるものではないかなと思います。これからも日本語の持つ力を、

子供たちはもちろん、広く市民の皆様の中にも大切にみんなで育てながら、心のこもった言葉を大

切にする、そういった文化の創造をこれからの教育の一つのキーワードとしたいと考えたところで

あります。 

以上、長くなってしまいましたけれども、報告とさせていただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

小澤委員長 ありがとうございました。教育長の今の話にかかわって質問等ございますでしょうか。 
  よろしいですか。８月２１日から２学期が始まりました。その前日、２０日に地域の中を歩いて

みたわけでありますけれども、子供の姿が人っ子一人いなかった。きっと家の中であしたから始ま

るな、やだなとか、おもしろいなとか、いいなとか、いろいろさまざまな思いをめぐらせていたと

思うんです。子供たちのどきどきする姿っていうのは、今も昔も変わらないと、そんなことを思い

ながらめぐって来たわけであります。保育園のほうも何にもなかったかななんて思っていたら、き

のう、報道があったわけであります。なぜ、保育園だけを集中的にやったのかとも思うし、セキュ

リティ対策っていうのは、今、どういう実情になっておるわけですか。そこのところ、話してもら

えばありがたいですが。 

古畑こども教育部次長（教育総務課長） 学校につきましては、セキュリティ対策といたしまして防

犯カメラを全校に設けておりますし、校内におきましては、レスキュー２１という緊急通報装置を

設置をしております。それは、校内での緊急時において、それによって警察等に通報がされるとい

うようなものでありますけれども、保育園に関しましてはレスキュー２１くらいでありまして、防

犯カメラ等につきましては設置はされていないのが実情であります。ただ個人情報も保管しており

ますので、個人情報を収納するキャビネットにつきましては、必ず施錠をしておりますし、公金は

常に置かないというようなことを徹底しておりますので、今回、その金品に対する被害はなかった

と認識をしております。 

小澤委員長 今後、事務室ぐらいは、警備会社のセキュリティ対策を考えていかなくてはと思います



 - 5 -

が。 
羽多野こども課長 今、教育総務課長からもありましたように、施設的には、警報装置等は現在入っ

ておらず、強化ガラス等を使っているものですから、今回も逆にそれが災いしたと言いますか、な

かなか割れなくて何カ所か割られたっていうような保育園もございましたけれども、中のセキュリ

ティの問題につきましては、かぎがかかっているところは、かぎが違うところに保管してあるもん

ですから、あけてはいかないっていうようなことで、個人情報等の持ち出しの被害はありませんで

した。今後、そのセキュリティの部分、費用対効果も考える中で検討してまいりたいと考えており

ます。お願いいたします。 

小澤委員長 よろしくお願いいたします。 
  いじめ、学力、暴力等の問題については、この後、協議会のほうで触れることになっております

ので、そちらのほうへ譲りたいと思います。 

石井委員 済みません、委員長、ちょっと今、夏休み中のことで思い出したんですけれども、現在、

夏休みの時にですね、今まではラジオ体操を各地区、あるいは個別っていうか、常会別とか、要す

るにそういう区別でもってやってたんですけれども、このごろラジオ体操の日にちの回数も少なく

なったり、まるっきりやらないところもあったりしてるんですけれども、そこら辺は、あれはＰＴ

Ａ独自で企画運営をしているわけでしょうか。 

古畑こども教育部次長（教育総務課長） ＰＴＡの皆さんが主になって主催をしておりますので、確

かに以前より回数が少なくなったという地区もあるということは聞いております。 

石井委員 先ほど委員長のほうから外で遊ぶ子が少なくなってきたっていうようなお話のある中で

もって、やはりもっと外で運動をする機会をつくるためには、ラジオ体操っていうようなこともい

いことじゃないかなと思っていたわけなんですけれども。そのラジオ体操のやり方もそうですけれ

ども、朝、ＮＨＫのラジオ放送と一緒にやるんで、子供たちは眠たくてというようなことでもって、

きちんとしたラジオ体操ができてないというような状態もありますが、学校ではラジオ体操をきち

んと教えているのでしょうか、教育長さん。 

山田教育長 休みに入る前に、ラジオ体操のポイントは、それぞれの学校で教えてやっているところ

であります。 

石井委員 わかりました。そこにやはり指導者っていうのがいないんで、たらんたらんしたようなラ

ジオ体操で、それでも朝早く起きて来るということだけでもいいかなというように、私は近所で見

てたわけなんですけども、ありがとうございました。 

小澤委員長 この際、夏休み中の子供の姿のトピックスみたいなもの、ございますでしょうか。 
田中委員 塩尻市のことではないんですけれども、夏休みに報道された中でちょっと気になったこと

がありますのでお伺いいたします。群馬県の桐生市の中学校の体育館の耐震工事中に中学生がそこ

で働いていて、そのために事故に遭って亡くなったということが報道されていました。労働基準法

では、１５歳になって最初の３月末までは雇用することを禁止されているようなんですけれども例

外があって、要件に所轄の労働基準監督署の署長さんが使用許可を出した場合、学校の修学時間外

に働くということで、条件として年齢を証明する戸籍の証明書と、親権者や後見人の同意書と、修

学に差し支えないことを証明する学校長の証明書があれば、雇用しても例外的にいいということに

なっているということです。この亡くなられた方、詳しい事情がわからないので、お家に経済的な

事情があったのか、学校不適応でお家にいるからということで行ったのか、なぜ働いていたのかち

ょっとよくわからないんですけれども、今後こういうケースが塩尻市でも起こって、お家の方や本

人が修学に差し支えないことを証明する学校長の証明を求めてきた場合に、何か基準がないとやは

り校長先生お一人のご判断では証明書を出してよいかどうか判断に迷うと思うんですが、そういっ
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た判断基準のマニュアル化みたいなものをする予定はありますでしょうか。 

古畑こども教育部次長（教育総務課長） 市内ではこれまで学校不適応等問題行動を起こす生徒の家

庭が、たまたま自宅で会社をやっておりまして、謹慎という意味もありまして自宅の中でお父さん

のお手伝いをするというふうな教育的な指導をしたことがありますけれども、今回の群馬県のよう

に労基法に直接抵触するようなケースは、これまで発生はしておりませんし、今後とも、そういう

ことは考えられないと思っておりますので、そういった基準の作成については現在のところ考えて

おりません。 

田中委員 そうしますと校長先生方は、そういう証明書を求められても何かの話し合いで、それをと

めるというか、ということになると考えてよろしいですか。 

古畑こども教育部次長（教育総務課長） そうすること以外にほかに打つ手だてはないかということ

を、あらゆる可能性を探りながら対応するっていうのが、一番大事なことではないかと思っていま

す。 

田中委員 それで、職場体験等が学校で行われると思うんですけれども、なぜ、このように１３歳未

満のお子さんは雇用しちゃいけないとか、１５歳未満とか、１８歳未満とか法律があり、なぜ禁止

されているのかなということを考えたんですけれども、体がまだ中学生だったりするとできていな

いですし、肉体的にも精神的にも未成熟ですし、その職場である程度の技術を教えられてやってい

たとしても技術的には未熟ですし、労働に対する安全教育ですとか、労働の衛生教育等を受けてい

ない状態ですと、そのお子さんが、これはしていい仕事内容かどうか、安全で危なくないから遣れ

る、危険で危ないから断るかどうかっていう判断ができないと思います。子どもを守るのは大人な

ので、先ほど次長さんがおっしゃったように、校長先生が認めないということも子供を守るという

ことになりますし、学校でも職場体験等に行く前に職場の労働の安全とか労働衛生とかということ

を少しさわりでもいいので、学習してから職場に出て行くということも必要じゃないかなと思いま

したので、今後また検討してください。以上です。 

小澤委員長 あの事案が発生した時に、教育委員会としてはそうだねとは言えないですね。しかし学

校現場としては、その子が輝く場所っていうのを担保してやりたい、そういう願いがあるだろうと

思いながら読ませてもらいました。難しい問題ではあります。 
次よろしいでしょうか。 

 

○報告第１号  主な行事等報告について 
小澤委員長 それでは報告第１号、主な行事等報告についてお願いいたします。資料の１ページから

たくさんあります。７月分であります。参加してみての感想や御意見等ありましたらお寄せくださ

い。 

田中委員 それでは、８月１日、２日の特別支援教育研修会に２日参加させていただきました感想と

いうか、思ったことを申し上げます。この研修も毎年、毎年やっていて、全職員が受けていただく

ことになっているという研修だと思うんですけれども、行事報告にも成果として参加者からは早速

２学期から実践してみたいなどということで役に立ったというお話が書いてありますけれども、早

速実践に移す取り組みができる先生方と、聞いてもやはり理解できないとか、概念としてはわかる

けれども胸に落ちない先生方がいらっしゃるのかなと思ったりもしています。教育センターの生徒

指導研修のさわりも少しお伺いしましたり、Ｑ－Ｕアンケートの活用方法についてお話をお伺いし

た時にも同じようなことを考えたんですけれども、やはり研修会なので、そこで得たものを実践活

用していくかどうかは、やはり先生次第なのでしょうか。抽象的な質問で済みません。 

清水家庭支援室長 この研修会は、委員さんおっしゃるとおりの教職員、小学校、中学校の先生方を
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対象に実施しています。ただ内容としては特別支援教育の理解という面が非常に大きいところがあ

りますので、直接特別支援の教育に携わっている先生と、そうでない先生方がいるっていう事実が

ありますので、特別支援教育に携わっている先生方はすぐに使えるスキル、あるいは視点を広げて

今までお子さんのある教師としての見方なんですが、今回、お願いした福岡先生なんかは、緩和福

祉の目線でという部分があって、集団づくりというところで、片方には先生の、当然求められると

ころは学力の向上っていう大きい軸と、もう１つに集団性、今大変重要視されているコミュニケー

ション力とか社会性を身につけるっていう部分が、両立て、学校サイドの先生に求められていると

思うんですけれども、その辺の、どうしても先ほどの学力テストみたいなほうが一方であり、片方

でお子さんたちの育ちがそれぞれ違って、課題を抱えているお子さんがいるというところで、先生

方はアンケートの結果から、私もちょっとびっくりしたのは、特別支援教育に携わった先生方だけ

が、非常に役に立ったという御意見ではなくて、一般の先生方も非常に役に立ったと。自分たちの

教室を見た時に、ここは非常に役にたつというような感想をいただいております。ただ、じゃそれ

が２時間少しの研修ですぐその方の身について使えるかどうかは、やはり今、委員さんおっしゃら

れるとおり多くの先生方、ほかでもこの先生の話を聞いて、また新しい情報として先生が勉強され

たことを吸収できてよかった。自分でスキルアップをされている先生と、やはりそうでない先生方

もおられるかと思いますので、その辺は、やはりある点では先生の個人差があるのかな。ただ校長

先生、教頭先生も御出席ただいているところがありまして、そういう校長先生、教頭先生からする

と、学校全体で、例えばチームとして支援していかなければいけないっていうような概念を学校全

体として共有するというすごく大切な研修の場にもなっているのかなと。そうすると、組織として

動く時にみんなが同じ課題を、あるいは共有した中で、じゃどういう解決方法があるのかって時に

話し合いがより質の高い支援会議なり、学校内のミーティングになるのではないかと。事務局とし

てはそういうふうに考えています。以上です。 

田中委員 先生のお話の中でもクラスに六、七人くらいの気になるお子さんがいるというお話でした

ので、特別支援教育に直接かかわってない先生方も共通理解として、自分のこととして、自分のク

ラスを想像して、こういう研修を受けていただきたいなと思いました。以上です。 

小澤委員長 私のほうから２点ほど。１つは、ここには載ってないんですが、市の体育祭が６月末か

ら７月いっぱいかけて開催されておりました。各会場非常に大勢の方が参加されて盛り上がってお

りました。ある会場へ行った時に、責任者の方からこういう要望が出されたわけであります。夏の

この時期、選手の体調管理に非常に神経を使うと。それで、去年まではスタッフの中に保健師さん

がいたんだけれども、ことしからはいなくなったと。終わるまでどきどきはらはらの１日が続くけ

れども、できれば保健師さんの手配を行政のほうでしていただければありがたいという要望が寄せ

られました。 
それから、ＡＥＤの問題でありますけれども、この間新聞に、いざ実際に使おうと思ってＡＥＤ

のスイッチを入れたら電池が切れてたと。あれはだれが管理するんだというのが記事が載っており

ました。塩尻市の場合、スポーツ施設等々にＡＥＤが各所に配置されているわけですが、管理とい

うか、整備っていうか、日常の点検は大丈夫でしょうか。そんな失礼な言い方はいけないんですが、

目を配っておいていただければありがたい、そんな思いであります。 

  それから、もう１点でありますけれども、小口益一さんの版画展、御家族も参加されておりまし

て、非常にいい会であったと思うわけであります。特に松本の美術館の学芸員の方が懇切丁寧に自

分の勉強してきたことを踏まえながら、小口さんの作品のよさを訴えてくれたわけであります。語

り部がいると全然違うんです。今後、博物館だとか美術館のあり方っていうのを、示唆されたよう

な感じもしたわけであります。学芸員さんの話の中で、美術家の中には、作品がちょっと有名にな
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ってくると目が外へ向く方もいらっしゃるけれども、小口さんは、有名になっても自分の内側に向

いて人間性を高めるとか、精神性を高める。そっちのほうに精力を費やした方だと。そこをどうや

って市民にわかっていただけるようにアクションをとっていくか、そこが一つのポイントだと話さ

れました。えらいことになったなと思ったわけであります。それから、松本市を例に出して、松本

市の心のふるさとは松本城。じゃ、塩尻市はどこですか、平出遺跡だと。さあ、平出遺跡を心の、

塩尻市のふるさとに位置づけていく、これはえらいことを言われたなというふうに思ったわけであ

ります。今度、遺跡まつりがあるわけでありますけれども、平出の遺跡文化、何を取り出して市民

に訴えていくか、課題だなと、そんなことを感じとらせてもらいました。 

  行事報告、よろしいでしょうか。 

 

○報告第２号  ９月の行事予定等について 

小澤委員長 それでは、９月の行事予定表、裏のページであります。見ていただいて、９月実りの秋、

参加行事もメジロ押しであります。確認すること等ありましたらお願いします。学校訪問について

は、この後の協議会のほうで事務局から示されます。９月の定例教育委員会、９月２７日木曜日で

す。 
 

○報告第３号  後援・共催について 

小澤委員長 それでは、後援・共催についてであります。資料の７ページ、これについて御意見、御

質問等あったらお寄せください。 
 

○報告第４号  平成２３年度教育委員会関係決算概要について 

小澤委員長 それでは、報告第４号に入ります。平成２３年度教育委員会の決算概要についてであり

ます。それでは、概要について部長さんから御説明お願いします。 
小島こども教育部長 お願いします。資料、その次の１１ページということになります。Ｎｏ．４の

平成２３年度教育委員会関係決算概要ということでございます。そちらに書いてございますとおり、

９月定例会、９月３日に招集されるわけですけれども、こちらで審査、認定をいただく予定でござ

います。一般会計の歳入歳出決算の中から教育委員会関係、初めに概要の部分を報告をさせていた

だきまして、後ほど各担当課長のほうから事業ごとの内容について説明させていただきます。 
  それでは、次の１２ページが横長の大きな紙になりますが、こちらをごらんください。これが、

決算カードと呼ばれまして、全国統一の様式で、同じ様式でですね、各自治体それぞれ規模、人口

含めて違いがあるわけですけれども、そういったことを踏まえた中で、財政規模あるいは状況を把

握できるようなふうに、項目と数字ばかりで大変見にくい表ではございますけれども、一覧性のほ

うを優先してまとめられている表だということでございます。 
  一番上の段でございますけれども、自治体の基礎データということで、左から国勢調査人口、そ

れから、いわゆる住民票の登録人口がありまして、その隣が就業状況ということで、産業別、第１

次、農業、林業、漁業でしょうか。第２次は、製造業あるいは建設業ということになるかと思いま

すけれども、その就業状況をお示ししてございます。その隣に人口集中地区人口というものがござ

いますけれども、これは、国勢調査の中で調査区の中で１平方キロメートル当たり４，０００人を

超えるような人口が集中しているエリア、これが指定されておりまして、塩尻市の場合は２カ所そ

ういった部分がありますけれども、そこの人口密度。資料には２３３人というふうにありますけれ

ども、それを示しているものでございます。したがって、楢川のほうへ行きますと、山がたくさん

で密度は大変低くなるとかということはありますけれども、集中している地区の部分を取り上げて
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示しているものが２３３人という数字になりました。なお、面積につきましては２９０．１８平方

キロメートル、これは現在の市域すべての面積をそこであらわしています。 
  そこのラインから下のほうが、いわゆる決算の状況になるわけでございまして、この表に集約さ

れる数字と申しますか、決算額でございますけれども、自治体の普通会計ということでまとめられ

ております。それぞれ自治体においてはいろいろな事業を独自にやっておりますので、そういう事

業も含めてまとめてしまいますと、なかなか実態として比較しにくいということがございますので、

ここでは普通会計ということで、塩尻市の場合ですと、一般会計は当然ですけれども、一般会計の

ほかに住宅新築資金、それから奨学金、そういったものを含めてそちらに集約されているというこ

とでございます。そのほかの事業ということでは、一番下のちょうど真ん中あたりにですね、縦書

きで公営事業等の状況という欄があります。ごらんいただきますように、国民健康保険、国保です

とか、介護保険その他の事業については別に集計がされているということでございまして、これら

の特別会計以外の部分が、上のほうの幾つかの表にまとめられているということになっております。 
項目が多岐にわたりますので、主な点だけ申し上げますけれども、左上、ここでは歳入の状況と

いうことでまとめられておりまして、地方税のほか、ごらんの区分ごとに決算額、それから構成比、

前年度平成２２年度決算額との比較からの増減値などがあげられています。一番上の地方税につき

ましては、その右側に市町村税別の状況ということで内訳がございます。幾つか税目があるわけで

ございますけれども、住民税、市町村民税としてございますが、個人分、法人分それぞれ増加があ

るわけでございますけれども、個人分１．５の増加につきましては、平成２２年度の決算では１０％

ほどマイナスになっておりますので、そこから３年比較して１．５ポイント伸びても、まだまだ状

況としては改善された状況にならないということですし、法人分につきましても２３．６というこ

とで、２割方大きく伸びたように見えますけれども、業績のよかった法人１社というふうに聞いて

いますけれども、１社の業績がずば抜けてよくて、その部分でこれだけの増加になったというふう

に聞いておりますので、まあまあ御案内のとおりの経済状況でございますので、まだまだ厳しい面

があるのかなというふうなことでございます。幾つかその下に税目もありますけれども、そういっ

た状況でございます。 
それから、左の歳入の表に戻りますが、全体では２７５億４，１００万円余というふうな状況で

ございます。 
それから、その下が歳出ということになりますが、支払った経費の性質別に集計されたものでご

ざいます。人件費が割合としては一番多くなっておりますけれども、その２つ下の扶助費、これが

子ども手当関係の増額ですとかということもありまして、近年、年々増加しております。特に、扶

助費として３４億６，８００万円というふうなこともあるわけですけれども、この中に生活保護が

ですね、約５億円を占めています。ニュース等でも御案内のとおり、生活保護受給世帯が年々増加

してきておりまして、５億円というとかなりな金額でございますし、今、こういった部分の伸びが、

今後どうなっていくのかなというふうなところが心配されているということでございます。 
一番下のところに合計欄がございますけれども、２６６億５，１００万円余ということでござい

ます。 
それから、その歳出の右のところに、目的別の歳出の状況ということで、予算・決算で言えば、

款項目の款に当たる部分で集約がされていますけれども、掲げられております。この中、幾つか教

育委員会関係は分かれるわけでございますけれども、２番目の総務費、この中には、人権推進です

とか、あるいは市民交流センターの運営経費、市民交流センターだけでも３億５，０００万円ほど、

その中には含まれているということでございますし、３番目の民生費、こちらには保育園・児童館、

あるいは支援センターとかですね、といった経費が約２２億９，０００万円ということで含まれて
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いる数字でございます。それから、その２つ下に労働費がございますけれども、こちらにも男女共

同参画の関係経費が１，２００万円くらい含まれております。その５つ下が教育費になりまして、

２４億５，５００万円ということでございますけれども、こちらに本体の小中学校、文化センター、

生涯学習にかかわるもの、あるいは図書館といった内容が、そちらに丸められているという状況で

ございます。 
決算統計で使用する係数といいますか指数の関係でございますけれども、表の右側のところに縦

に幾つかまとめられているところでございます。一番上が収支状況ということで、ただいま申し上

げました歳入総額が２７５億４，１００万円余でございまして、歳出は２６６億５，１００万円余

ということでございます。この差し引きの差額でございますけれども、これが８億８，９００万円

余の黒字ということになるわけでございまして、その下に、翌年度に繰り越すべき財源ということ

で、あらかじめ使途が決まっているものが１億９，０００万円ほど含まれるということになります。

それを引きました６億９，８００万円余、これが実質収支というふうに呼ばれるものでございまし

て、平成２２年度の数字が横に６億３，０００万円ほどございますけれども、これとの差額がその

下、単年度収支６，７００万円余ということになります。この６，７００万円余と、それからその

下の積立金４億９，５００万円余、それから繰上償還金として３万１，０００円、この３つを加え

たものが一番下、実質単年度収支ということで５億６，２００万円余の黒字ということになるわけ

でございます。 
決算上は黒字で黒字額も幅がありますので、昨年もそうでしたけれども、平成２２年度同様の好

決算というふうなことが、一言では言えるかというふうに思います。黒字ですとか好決算という評

価のほかに、いわゆるきちんと指数的に評価をしていく見方があるわけでございまして、それが、

中段に２３年度いうところがございますが、区分、指数以下にございます幾つかの指数でございま

して、２３年度いうふうに書いてございます下の経常収支比率でございますが、これは、歳入と歳

出、その内容から、財政の構造を評価する指数ということで言われています。これが８６．１％と

いうことで出ておりますけれども、弾力性がどのくらいあるか、要は、柔軟にお金を使うことがで

きる幅がどのくらいあるかということでございまして、これは一般財源のほうから出てまいります

ので、この値が少ないほど、いわゆる余裕があると申しますか、そんなふうなことが言えるかと思

います。塩尻市の場合８６．１でございますけれども、昨年度、平成２２年度決算で見ますと、佐

久市が７８．８とかですね、それから、一番悪いところでも飯山の９０．２という中で１９市みん

な入っておりまして、その中で塩尻市は１０番目でございました。今年も、その１０番目の時の数

字が平成２２年度決算で８７．１でございましたので、わずかではございますけれども、１％ほど

改善して８６．１になったというふうなことです。 
それから、その下の財政力指数ですけれども、これは財政基盤の強さをあらわしておりまして、

過去３年間の平均値で示されているところでございます。この数字につきましては、１．０に近い

ほうが強いというふうなことになっておりまして、本市の場合は０．６３ということでございます。

今も申し上げた昨年、平成２２年度の決算の中では、１９市の平均を見ますと０．５９という、前

年度はそんなところでございましたので、おおむね平均クラスのところに塩尻市の場合は位置する

のかなということでございますし、町村の中ではですね、これが１．０を超えて、軽井沢町が１．

６とかですね、南相木村が１．０３とか、そういうふうな数値を得ている自治体もありまして、そ

ちらでは、国の交付税がですね、不交付団体ということでもらえなくなると言いますか、自分のと

ころの財源だけで運営するような形になるということでございます。０．６３は、まあまあ、今申

し上げましたとおり、まあ普通の平均的な自治体だということが言えるのではないかというふうに

思っています。 
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それから、少し下がりますが、下から２つ目に実質公債費比率、それから将来負担比率というの

がございますけれども、夕張等の自治体破綻、そういった事例が発生してから加えられた項目でご

ざいまして、実質公債費比率につきましては、歳出に占める起債の償還額、借金の返済の金額の割

合を示しておりまして、これも過去３年の平均ということであらわしておりますけれども、ここが

１８％以上になりますと、早期健全化団体ということでそういう指定を受けまして、国・県の許可、

あるいは指導を得ながら財政再建をしていくというふうなことになります。本市の場合は９．８で

ございますので大分余裕があるなということでございますし、将来負担比率につきましては、自治

体の標準的な一般財源に占める将来負担すべき債務。負担すべきでございますので、負担する恐れ

のある債務まで幅広く含めて出されている係数でございまして、これが７０．７％ということでご

ざいます。ここがやはり、基準では３５０％を超えますと、早期健全化団体ということで指定され

てしまいますので、窮屈な財政運営が迫られるというふうなところでございます。塩尻市の場合は、

大変いい数字だということが言えるかというふうに思います。 
その下に、積立金現在高ということで、一番上に財調というふうな記載がございます。２６億３，

８００万円余、財政調整基金の省略で財調というふうに書いてございますけれど、使う使途を問わ

ない、市で言うところの普通預金に当たる部分でございまして、積み立てから必要に応じて一般会

計等へ繰り入れをしながら、必要な事業を進めていくということができる積立金でございます。歳

出の額の１割にも相当するような額にはなっておりますけれども、２６億円とは申せ、ちょっとし

た災害が発生すれば、一遍でなくなってしまうような額でございますので、ここの部分をしっかり

確保しながら財政運営をしていく必要があるということでございます。 
全体では黒字、好決算ということでございますけれども、市税で申し上げましたとおり、市税の

収入が伸びない部分をですね、結局、国からの交付税に頼ったりしている状況でございますし、特

にまた歳出のほうにつきましては、大幅にどこかを切るということがなかなか難しくなって来てお

ります。ここまで、行革含めていろんな対応で、切り詰めて、切り詰めてやってきておりますので、

ここからさらに切り込むというのは、大変難しい時期を迎えているということでございます。景況

含めてですね、まだ心配な状況でございますので、ちょっと先を見ても、全体の財政状況について

は厳しいというふうに見ていただいたほうがよろしいのではないかというふうに思っております。

教育委員会関係では、教育再生という位置づけの中で、将来への投資ということで、かなり予算的

にはそういった経費に位置づけて確保してきておりますけれども、財政運営、健全であってこその

各事業、特に教育再生もそうなんですけれども、そういったことでございますので、今後も、事務

事業含めてですね、一層の効率化が必要だというふうに考えておりますので、そういった面からも

御理解いただければありがたいというふうに思います。 
概要部分の説明は以上にさせていただきまして、次のページからの個別の事業関係について各担

当の課長さんのほうから説明しますので、よろしくお願いします。 
小澤委員長 決算状況について細かく説明していただいたわけでありますけれども、これについて御

質問等、ございますでしょうか。 
渡辺職務代理者 公債費の比率のピークっていうのは、もう過ぎているんですか、塩尻市は。 
小島こども教育部長 つい数年前に過ぎたというふうなことを聞いていまして、はい。ちょっとまた

後ほど、確認してから。 
渡辺職務代理者 はい、いいです。 
小澤委員長 それでは、次に総括表に入っていくわけでありますけれども、去年と形式違っておりま

すね。 
古畑こども教育部次長（教育総務課長） それでは、１３ページからお願いいたします。こども教育
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部から説明をさせていただきますが、委員長今申されましたように、これまでは決算説明資料とい

う様式で説明をさせていただきましたけれども、今回は、行政評価と連動させるための評価シート

に、庁内、評価シートを変更させていただきました。毎年の変更で大変恐縮でありますけれども、

この評価シートにのっとりまして説明をさせていただきたいというふうに思います。 

  １３ページのこども教育部でありますけれども、主要事業数が８つでございます。この主要事業

数につきましては、これから各部同じでありますが、平成２３年度の当初に設定をいたしました部

のミッション、それから事業部目標の主要事業の中からさらに主なものをピックアップをして評価

をしたものというものでございます。 

  それでは、１４、１５ページをお願いいたします。楢川保育園の建設事業でございますけれども、

１４ページの事業費の内訳のところにございますように２億２，０００万円余の工事費をもちまし

て、楢川保育園の建設事業を実施をいたしました。１５ページの一番上の３番にあります具体的な

取組み内容と成果でございますが、約５００平方メートルの木造園舎、それから送迎用の駐車場の

整備ということでございます。工事に当たりましては、県の木造公共施設整備事業を活用させてい

ただき、特定財源として６，０００万円の交付をいただいております。それから市内では珍しく太

陽光ではなくて、太陽熱利用設備を導入をいたしまして、これによりまして暖房燃料費等も縮減で

きている状況でございます。この事業につきましては、平成２３年度をもって完了ということでご

ざいますので、今後の方針のところにございますように休止・廃止という方向性にさせていただい

たところでございます。 

  続きまして、１６、１７ページをお願いいたします。「笑顔で登校」推進事業でございますが、、

不登校等の学校不適応対策にかかわる事業でございます。事業の内容といたしましては、Ｑ－Ｕア

ンケートの実施、それから塩嶺体験学習の家を活用した体験学習、子と親の心の相談員の配置、こ

れに学校支援コーディネーターの配置といったものが、主な事業内容になっております。 

１７ページの具体的な取組み内容と成果でございますが、成果を数値で説明させていただきます

と、、いじめ、暴力件数、これにつきましては１８件ということで、前年度水準を維持をいたしまし

た。その下の問題行動等の報告につきましては、減少をいたしております。 

それから、中間教室の状況でございますけれども、、ほぼ全員が学校復帰をすることができたとい

うことでございますし、小学校の不登校児童数につきましては、８人から７人というふうに減少傾

向でございます。また、中学校の不登校生徒数につきましては、２０人から１７人ということで、

これも減少をしてございます。 

これらの評価につきましては、、やはり学校支援コーディネーターを中心といたしまして、教育セ

ンターですとか、児童相談所ですとか、それから家庭支援室ですとか、そうした関係機関との包括

的な支援体制が成果を上げているのではないかというふうに考えているところでございます。 

今後の方針でございますけれども、元気っ子応援事業も昨年度５年を迎えたところでございます

ので、当時、スタートした子供たちが小学校の高学年に移行してまいります。一層、幼保小中の連

携を図って、学校不適応対策を進めて行く必要があるというふうに考えているところでございます。 

続きまして、１８、１９ページをお願いをいたします。塩嶺体験学習の家の運営諸経費でござい

ますが、１９ページの具体的な取組み内容と成果の欄につきましては、この運営諸経費の中の「こ

ども未来塾」の内容について若干説明をさせていただいております。まず施設のＰＲにつきまして

は、ＮＰＯ団体との連携を図りまして、ブログの作成ですとか、それから広報紙、テレビ等を使い

ましてＰＲに努めてまいりました。利用状況につきましては、、前年度の２．１倍というような利用

の促進が図られているところでございます。「こども未来塾」につきましては、、そこに説明をして

あるとおりでございます。また、平成２３年度の特殊要因といたしまして、東日本大震災の被災者
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支援として、ふくしまキッズを受け入れたというような実績でございました。 

内部の評価でございますが、、サークルですとかスポーツ団体などの利用が継続されて堅調でござ

います。それから周辺の施設、地球の宝石箱ですとかチロルの森、こうした施設とタイアップした

利用促進も図ることができたというような評価をいたしております。今度の課題につきましては、

やはり平日の利用の促進と、子供たちだけでなくて生涯学習の面までの利用を広げていきたいとい

うようなことを課題として、説明をさせていただきました。 

続きまして２０、２１ページでございますが、宗賀小の大規模改修事業でございます。１億７，

０００万円余をかけまして、リニューアル工事を実施をしたものでございます。２１ページのとこ

ろ、３番のところにその取組み内容と成果がございますので、御確認をお願いいたしたいと思いま

す。 

最後に２２、２３ページでございますが、中学校３０人規模学級の導入事業でございますけれど

も、、平成２３年度は丘中、広陵中、西部中の１年生に３０人規模学級を導入をいたしました。平成

２４年度は、これを２年生にまで拡大をしていくというところでございます。成果でございますが、

比較テストの平均点が３校とも上昇をしている。あるいは、平均欠席日数が減少をしているといっ

たような成果があらわれてきております。やはり個別指導などきめ細やかな指導ができるというこ

とですとか、あるいは教室内のゆとりですとか、一人一人への目配りができる。こうしたことによ

りまして、先生と生徒の関係の緊密化が図られているのではないかという評価をしているところで

ございます。 

今後の方針につきましては、さらに全学年まで対象を拡大していきたいというふうに考えている

ところでございます。教育総務課は以上でございます。 

小澤委員長 お願いします。 

羽多野こども課長 続きまして、２４、２５ページをお願いいたします。こども課関係でございます

が、児童福祉事務補助金でございます。２４ページの全体事業概要のところにもございますけれど

も、昨年度、社会福祉法人立の保育園、２園でございますけれども施設整備を行いまして、その補

助金、それから認可外保育所の運営を支援ということで補助金を交付したものでございます。２５

ページの３番の主な事業等の欄でございますけれども、それぞれ駅前の保育園が、サン・サン保育

園グレイスフル塩尻という名称でございますが、定員６０人の保育園でございます。こちらにそれ

ぞれ県、市の補助金を支出してございますし、よしだ保育園につきましては、定員１０５人という

ことで同様に補助をしてございます。ひし形のところにございますように、民間活力を活かした魅

力ある保育により、多様化する保育需用にこたえる準備を整えることができました。それで、その

下の丸でございますけれども、乳幼児を受け入れている認可外の民間保育所に対しましても運営費

に対する補助を行っておりますけれども、キッズワールド、それから平成２４年度からはこれに加

えまして、小曽部に「自然ランド・バンバン」という施設もできましたので、そちらのほうにも補

助をしてまいりますけれども、この認可外保育所につきましては、認可保育所で賄えない需要、例

えば年中無休ですとか、２４時間対応をするというような点で利用者もございますので、そちらの

ほうの利用者に対しましても補助をさせていただいているところでございます。 

それから５番の今後の方針のところでございますが、今申し上げましたように２つの社会福祉法

人の施設につきまして、建設は１年度、単年度で終わっておりますけれども、今後は運営費の負担

金ということで新たに負担金が生じてまいります。ですので、事業の方向性といたしましては、継

続（現状）ということで上げさせていただいてございます。 

めくっていただきまして、次に児童館・児童クラブ運営諸経費でございます。一昨日になります

が、８月２０日の月曜日には片丘児童館の開館式ということで、委員の皆様にはお忙しいところ御
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列席いただきまして、どうもありがとうございました。こちらのほうは、保護者の就労等によりま

して、昼間親が在宅をしていない家庭につきまして、お子さんをお預かりして子供の遊びや生活の

援助、それから地域における子育て支援を行い、子供の心身ともに健やかな成長をすることを支援

しているものでございます。 

２７ページの３番の主な取組み等のところでございますけれども、そこに書いてございますよう

に児童クラブの利用実績につきましては、年によって増減しておりますけれども、登録人数につき

ましては６００人前後ございます。それから白丸２つ目のところにございますように、洗馬児童館

につきましては、指定管理を社会福祉協議会に委託をしてございまして、併設されておりますふれ

あいセンター洗馬と連携をいたしまして、地域のお年寄りとの世代間交流等を行ってきております。 

４番の内部評価のところでございますけれども、課題といたしましてどんなことがあるかと言い

ますと、現在保育園が一番長いところで午後８時くらいまで延長保育を実施しております。大体午

後７時までやっているところが多いですけれども、児童館になりますと児童館が午後６時、それか

ら児童クラブでも午後６時半には閉めてしまうという中で、どうして小学校に入ったら早くなって

しまうのかというような利用者の声も多く聞いております。これにつきましては、小学校に入りま

すとその家庭での生活の時間っていうものも大事にしていただきたいという部分での、「早ね早おき

朝ごはん・どくしょ」という塩尻市のメインもございますけれども、そういうものに家庭での生活

を守るため、例えば早ねをするためには何時に寝る、それから逆算していくと午後６時半くらいが

いいんじゃないかという部分での取り決めのようでございますが、他市の状況ですとか、それから

その下にもございますように、児童クラブの、今、塩尻市は無料でやっておりますけども、有料化

のところも大分ふえてきておりますので、そういうこととあわせまして、今後アンケート等をとる

中で検討させていただきたいというふうに考えております。こども課は以上でございます。 

清水家庭支援室長 引き続きまして、２８、２９ページになります。家庭教育室、昨年度の事業なも

んで、家庭教育室の事業評価シートとしまして、家庭教育支援事業諸経費について御説明させてい

ただきます。決算額はトータルで２４１万円余になります。主な事業等につきましては、２９ペー

ジに掲載してありますけれども、それぞれ事業報告の中で昨年度も教育委員会のほうで報告を上げ

てあるかと思いますので、ここは省きますけれども、基本的には基本的な生活習慣を定着させる「早

ね早おき朝ごはん・どくしょ」の事業を展開をして、啓蒙啓発を図ったということです。昨年度、

特にアンケートを実施したということで、アンケートにつきましては、市内小学校９校の１年生の

保護者５５４人、回答者３６３人ということで、回収率６５．５％になっています。ここで問題に

なるのは、多分、これを提出いただかなかった御家庭に課題があるのだろうというところでの市と

しての考察を入れてあります。 

それから、うちのほうの大きい事業の一つになりますけれども、相談業務です。育児や教育に不

安や悩みを抱えた保護者への支援や相談を行いましたということで、ゼロ歳から１８歳の子供を持

つ保護者等からの相談ということで、延べ７０４件の相談がありました。そのうち新しい平成２３

年度の新規の相談としましては８５件ということで、内容はそこに記載してあるとおりです。その

下、丸ですけれども、児童虐待等に速やかに対応し、関係機関が連携し、児童虐待防止に努めたと

いうことで、この辺は特に、個別ケース検討会議を８９回開いています。これは警察、あるいは当

然ですけども児童相談所等々の関係機関と連携をとる中で、学校、保育園等の関係の皆さんにもお

集まりいただいて、対応策を検討している会議になります。 

それから一番下ですけども、これは本当に今回、県と県教育委員会が共同声明を発表しましたけ

れども、子供がみずからの体を暴力から守るというＣＡＰプログラムですけども、塩尻市では先駆

的に平成１８年度から市内小学校全生徒を対象に年次計画で実施してまいりました。平成２３年度
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につきましては３校、塩尻東小学校３・４・５年生の２７９名、教職員２６名、保護者、そこに地

域の民生委員さんも若干加わりますけども５７名、それから片丘小学校で児童３・４・５年生を対

象に１２５名、教職員１２名、保護者２９名、宗賀小学校、同じく３・４・５年生１４７名と教職

員１５名、保護者３４名ということで、先日の新聞等でもありましたけれども、その提案の中で虐

待、あるいはいじめ等に関する部分では、大人と教職員、それから当事者の子供、その三者にどう

いう研修をするかということは、非常に大きい課題として上げられるということで、県民会議の中

で一般県民からの提案を募集していたと思うんですけども、その中でそういう提案もありました。

塩尻市としては、各学校単位をもちまして、児童、それからそこに働く教職員、それから保護者、

地域の民生委員さんを対象に研修を重ねているところです。これにつきましては平成２７年度には、

すべての小学校を卒業したお子さん、中学校に入るお子さんについては、このＣＡＰプログラムの

研修を受けた形になるものですから、内部評価の中にも載せてありますけれども、今後、これを継

続させていただいて、できる限り市内から、当然ですけどもいじめ、教職員の不祥事等々も含めま

して、みんなで虐待、暴力等に厳しい目で見ていくという体制を整えていければというふうに考え

ています。以上です。 

小澤委員長 ありがとうございました。こども教育部のほうから今、事業評価シートをもとに説明し

ていただいたわけです。平成２３年度、私たち４人もこれに大きくかかわってきたわけであります。

一つ一つの事業に対してでも総括的でも結構であります。委員の御意見お寄せください。 

田中委員 こちらの１１ページのところに、市議会９月定例会において認定に付するためにこの報告

書をということなんですけれども、これは議員さん向けのためにつくられた評価や事業評価シート、

これをごらんになる対象は議員さんと考えてよろしいでしょうか。そうしますと、ちょっと外向き

な成果を主に載せてある内部評価ですとか、成果かなと思いましたが、ちょっと気になるところが

あったので、少し質問してもよろしいでしょうか。 

小澤委員長 はい、どうぞ。 

田中委員 事業評価シート１７ページのところなんですけれども、先ほどと少し質問が似ているかな

と思いますが、４番の内部評価のところで、平穏で良好な学校環境が保たれ、波及効果は家庭支援

にまで及ぶなど高い評価を下すものですということで、確かに先生方が細かく月一遍見てくださっ

たりですとか、塩尻モデルということであるんですけれども、関係者連絡調整会議のところで来て

いただいている県の先生に、塩尻市にはこんなすてきな会議があっていいですねということもいた

だいていたりして、確かに評価は高いですし、効果も上がってきていると思うんですけれども、す

べての学校とはいかないのかなというふうに思ってしまいます。それは管理職の方によりけりとい

うか、キャラクターにもよるのかなと思ってしまうところもあるんですけれども、塩尻モデルとい

うからには管理職の先生がすげ変わってと言ったら失礼だけど、変わったとしても連綿として同じ

支援体制が続けられなければいけないかなと思うんですけれども、そういったところについては、

どのようなお考えがあるでしょうか。 

  続けていいです、質問。 

田中委員 全部言ってしまってよろしいですか。 

小澤委員長 はい。 

田中委員 はい、済みません。それとですね、１９ページのところでオリジナルの体験学習メニュー

の充実のことがありますが、去年も、充実させていきたいということがありまして、少しイメージ

ができなかったんですけれども、ふくしまキッズの時に参加者がやったようなアクティビティと考

えてよろしいですかね。ですとか、子供が乗鞍の体験学習に行ったんですけれども、その中で「や

まね会」の方々が展開しているようなものと考えてよろしいでしょうかということと、５番のとこ
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ろに様々な体験学習の指導者のネットワーク化を図ることにより、多彩な体験学習メニューをそろ

え、ということがあって、今後、生涯学習施設としての機能も強化していきたいということなんで

すけれども、行事報告のところにありました「学びの道小さな旅」のところで、市民参加のプラン

ナーが企画を立てたという企画もありましたので、そんな市民参加のプランナーの方々が考えた旅

も、この多彩な体験学習のメニューに加えたらどうかなと思いました。 

  あともう１つ、２３ページのところです。内部評価と前年度中に実施した事業の具体的な取り組

み内容及び成果にありますけれども、先ほど部長さんの御説明にあるとおりに、なかなか厳しい財

政に余裕があるわけでない中でということで始まった事業ですので、経費の削減に努めましたです

とか、費用対効果もすぐれたものと評価しているということなんですけれども、勝手なことを言っ

て本当に申しわけないですし、涙ぐましいというか、の工夫で８４万１，０００円の決算額という

ことなんですけれども、こういう子供たちの、先ほどの次長さんの成果の中で一人一人の目配りの

ためですとか、教室内にゆとりを持った心で学習するとかということで、とっても大切な事業であ

ると思いますので、こういうことに費用対効果を言わないでいただきたいなというふうに、こうい

うことはお金をかけてやってもいいのかなと思いました。これは感想です。 

  あともう２つ、済みません、幾つも。２７ページのところで、先ほどこども課の課長さんもおっ

しゃったようにさまざまな意見、要望が寄せられていますということなんですけれども、先月の定

例教育委員会の折に家庭教育のことが教育長先生より話題として出されましたけれども、後ほどで

結構ですので、どのような意見、要望が寄せられているか教えていただきたいなと思います。 

  あと済みません、もう１つ、２９ページのＣＡＰの研修のことなんですけれども、先般ありまし

た著しい人権侵害の事案の報告を聞いた時に、すぐに頭に浮かんだのはＣＡＰの研修でした。研修

を受けた方なのかどうかは、ちょっとわからないですが。私もこのＣＡＰの研修会に保護者として

参加したんですけれども、教職員の先生方と保護者と児童が同じ内容の研修を受けることで効果が

あるということで、保護者も受講する機会があり、見ていたんですけれども、その中で本当に今回

のことにかかわるような内容の類似した寸劇もやっていたように記憶しておりますので、年次計画

よりもローテーションのスピードを上げて、もう少し多くの方が早目にこのＣＡＰの研修を受けら

れるようにしていただきたいなと思いました。以上です。 

小澤委員長 ５点について田中委員のほうから意見を述べられました。１番の事業の検証、人は変わ

れども事業が粛々と継続していく、そのアプローチはどういうふうにしていくか、そこのとこ課長。 

古畑こども教育部次長（教育総務課長） 学校不適応対策にかかわる学校の温度差だと思いますけれ

ども、確かに管理職ですとか、生徒指導の先生方によって、学校での温度差みたいなものは確かに

感じているところはあります。そういう時には、月１回の連絡会に出す共通様式がございますので、

それは校長先生のほうに校長会を通じて配付がされておりますので、自分の学校以外の他校の取り

組みだとか成果みたいなものは、十分認識をしていただいて、それを学校内に広めていっていただ

けるような、そういう取り組みをしていきたいというふうに考えております。 

  それから体験学習のメニューでございますけれども、ふくしまキッズの時とはまた違いましてで

すね、塩嶺活性化協力会という任意の地元団体がございまして、特に地元の勝弦クラブの皆さんに

よる農業体験ですとか、五平餅づくりですとか、そば打ち体験ですとか、ブログにそういったメニ

ューを紹介しておりますけれども、そういった体験学習のメニューというのが主なこども未来塾で

のメニューの内容になっております。それから、その指導者のネットワーク化でございますけれど

も、それにつきましても、今申し上げました塩嶺活性化協力会のメンバー、チロルの森ですとか、

地球の宝石箱ですとか、塩嶺カントリーですとか、そうしたそれぞれの施設の管理者、指導者がお

りますので、そうした方たちが自分の施設を使って体験学習の家とも取り込みながら、どうやって
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地域の活性化につなげられるようなメニューをそろえられるかというような研修をしているとい

うのが、その内容でございます。市民参加のプランナーを加えたらというような御提言がございま

したので、またそれにつきましては、検討させていただきたいというふうに思っております。 

田中委員 協働のまちづくりということがあるので、そういう市民参加の方も入ってメニューも考え

られたらいいかなと思いましたので、それでお話しました。済みません。 

古畑こども教育部次長（教育総務課長） 最後の３０人学級の経費の節減、費用対効果でありますが、

普通１クラスふやすっていうことになりますと、通常ですと教室を新たにつくり、備品をそろえ、

そして何よりも中学校につきましては、担任プラス専科の先生を１名配置というような人件費的に

も大きく費用がかかるところでありますけれども、県の３０人規模学級導入と連動しながら空き教

室を有効活用して、経費を抑えながらもこういった３番にございますように成果が図られていると

いうようなことで、こういう説明の文章になっているということで御理解いただきたいと思います。 

小澤委員長 ２７ページにかかわって御意見、要望、どうぞ。 

羽多野こども課長 ２７ページの４番の内部評価のところの、今、さまざまな意見、要望の件でござ

いますが、これにつきましては、以下の（１）（２）（３）、これが出て来たということでございま

して、これにプラスですね、あと児童館が６月からまた改築をまた検討してほしいとかっていうよ

うな御意見等もいただいておりますが、主は、この（１）（２）（３）という、そこの部分で有料化

していただいても結構なので、開館時間の延長をしてほしいとかっていう、そういうような要望が

大変寄せられているということでございますので、お願いします。 

田中委員 本当に先ほど課長さんもおっしゃったように、長時間お預かりすれば家庭教育がうまくい

くというものではないというふうに思いますし、かといってお仕事をされているお家の方は現実問

題として子供一人にしておけないしというところで、難しいところだと思いますので、またそんな

お話もさせてください。 

小澤委員長 ＣＡＰの研修について清水室長さん。 

清水家庭支援室長 できれば一気にやったほうが効果あるかなというふうには、ちょっと個人的には

思いますけども、やはり学校のスケジュールと、これは市内全小学校対象として、今、相当スケジ

ュールを入れていただきながら進めてきているとこだもんですから、なおかつ、それをできるＣＡ

Ｐしなのさんというところと委託契約を結んでやっているんですが、そちらのスタッフの関係とか

ですね、そちらのほうの活動の関係で、年に３回程度で回していくというような計画で今まで進め

てきているとこだもんですから、ここをもって来年度すべてということは少し難しいのかなという

ふうには考えております。ただ、こういう地道ではあるかと思うんですけども、こういう要は、教

育委員会の中の研修ということでなくて、外から入った研修を継続的に進めることによって、学校

も開かれた、外部からのそういうことを受け入れる風土と言いますか、そういうのが少しずつ動き

が出て来ているのかなというふうに思ってます。なので、一気にやる効果もあるんでしょうけども、

ジャブ的にこつこつとそういう形を進めて行くということで効果があるというほうもあるのかな

というふうに思ってまして、実際、ちょっとお金がないっていうのは事実なんで、あれなんですけ

れども、ちょっと今のところは、平成２５、２６年度まで継続的な形で、現状という形での継続性

を持った事業として展開をしていきたいというふうに考えています。 

田中委員 ＣＡＰしなのさんの寸劇がすごくわかりやすくて、普通子供たちもそうだし、私たちもそ

うだと思うんですけれども、事例を見てみないと、あっ、こういうことが人権侵害なんだっていう

ことがなかなかわからないと思うんです。ＣＡＰ研修での寸劇を見て、今回の事案を考えた時に、

あっ、あの寸劇の場面がこれとかかわっていたのではと思い出します。寸劇を見ていた子供が実際

にそのような場面に遭遇してしまった時にいやだって言えるかどうかっていうところが非常に大
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切だと思いましたので、ＣＡＰしなのさんがお忙しければ先生方が寸劇の形で、こういうものが人

権侵害に当たるというようなことを子供たちに見せるということも少し考えてみてください。お願

いします。 

小澤委員長 はい、ありがとうございます。 

渡辺職務代理者 ２９ページなんですけれども、真ん中辺にちょっと書いてある平成２３年度新規相

談件数は８５件となってますけれども、およそでいいんですけども、当事者から直接持ち込まれた

相談の割合と、当事者以外の関係者を通じて持ち込まれた割合ってわかりますか。もしわかったら

教えていただきたいんですけども。 

渡辺職務代理者 およそでいいです。それでなぜかって言うと、ここでこういう相談をしてますよっ

ていうことが、どれだけ市民の方たちに周知されているのかっていうところにもかかわってくるか

なと思いますので、もしおよそ割合がわかったら教えていただきたいです。わからなければ後でも

いいですので。 

清水家庭支援室長 ここの新規相談件数の８５件につきましては、例えば内訳の下の児童虐待相談と

いうことで４０件っていう部分があるんですけれども、こういう部分につきましては、相談ってあ

りますけれども通報等もありますので、本人というと虐待を受けてる子供っていうことですか。 

渡辺職務代理者 それか、やってる親っていうか。 

清水家庭支援室長 やっている親。加害的にやってる。 

渡辺職務代理者 親から、加害。 

清水家庭支援室長 それはゼロです。 

渡辺職務代理者 ゼロ、大体周りからの。 

清水家庭支援室長 周りと、あとは保育園とかですね、そういうところで常に見ていただいてますの

で、そういうところからの部分、通報が多くなります。あと、養護相談につきましては、親御さん

等からの相談という形で、第三者から特にっていうことはありません。あと不登校相談という部分

については、基本的には親御さんのほうからという形が多いと思います。しつけもそういう形で、

その他、性格行動等々は、基本的には親御さんが多いのかなということです。ただ、これ、相談は

家庭教育室、あるいは家庭支援室で行っているかどうかっていうのを大々的にＰＲするっていう場

はないんですけれども、元気っ子応援事業の中の元気っ子相談の時に、年中児に対して、対してっ

て言いますか、年中児の元気相談の時に、今回予算をつけていただいて、平成２４年度事業なんで

すけれども、元気っ子応援事業という形で、こういうパンフレットをつくりました。この中で子供

のそれぞれの健やかな成長を願ってということで、いろんな支援の相談があるということを保護者

の説明会の折に、このパンフレットを使って説明をしておりますので、そういうところで、きっか

けとしては、つかんでいただけるのかなというふうには思っています。ですので、一般市民に対す

る広報という意味では、若干薄いのかなというふうには感じています。以上でございます。 

渡辺職務代理者 はい。 

小澤委員長 平成２３年度、私たちも大きくかかわらせてもらったわけです。本当に成果は大きいな

と。教育長を先頭にして事務局の皆さんの働きに敬意を表するわけであります。先ほど部長のほう

から経済状況、非常に緊迫している現状だと。右肩下がりがこれからずっと続く中、これ以上ふや

すわけにはいかない。それを踏まえて今後の方針、平成２４年度の方針、現状、１番のところに丸、

多くつけてあるわけであります。今後、議員の皆様、あるいは市民の皆さんに広報するわけであり

ますけれども、子供にかかわることについては、拡大というところに丸をつけていっていただきた

いと思うわけであります。前回も問題になりましたけれども、親になりきれない親にをどのように

成長させて行くか、そんな言葉はいけないわけでありますけれども、親としての資格をどうつくっ
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ていくか、あるいは児童館の問題もそうであります。地域の皆さんをどう子育てのサークルに招き

入れていくか等々、まさに塩尻ならではの施策があるわけであります。ぜひ平成２４年度以降も子

供にかかわることについては、拡大というスタンスで行っていただきたい、そんな願いを持ちまし

た。 

  それでは生涯学習部のほうへ進んでよろしいでしょうか。はい、では、お願いします。 

中野生涯学習部次長（社会教育課長） それでは、生涯学習部の関係について御説明をさせていただ

きます。３１ページ、総括表でございますけども、主要事業数としましては、社会教育課３、スポ

ーツ振興課１、男女共同参画・人権課２、平出博物館１、計７事業となっております。今後の方針

につきましては、現状の継続が６、その他見直しが１となっております。 

  それでは、めくっていただきまして、個別の事業評価について御説明をさせていただきたいとい

うふうに思います。３２ページ、全国短歌フォーラム事業ということでございまして、全国短歌フ

ォーラムにつきましては、平成２３年度には１０月１日に短歌フォーラムを開催して行って来たと

ころでございます。全国からの愛好者が集うことによりまして、「短歌のまち塩尻」を全国に発信

していく。 

  ３３ページ、事業の具体的な内容及び成果でございますけども、「全国短歌フォーラムｉｎ塩尻一

般の部」を開催いたしまして、投稿者数につきましては１，８３４人、投稿数については３，４９

６首ということになりました。昨年の題詠歌については水ということでございまして、ちょうど震

災後ということもありまして、それにかかわる歌が多く、最優秀もセシウムというタイトルに象徴

されるような歌となりました。１０月１日のフォーラムそのものについて来場者１，２００人、こ

れは中に入った方だけのみではなく、会場、周りのそれぞれの施設を訪れた方を含めてということ

でカウントさせていただいてございます。それから、全国短歌フォーラムにつきましては、一般の

部と別に学生の部ということで、１１月２６日に開催をしております。昨年は、少し２５回目とい

うこともございまして、高校生については一般の部のほうで選評、それから表彰もさせていただき

ました。１１月２６日につきましては小学生、中学生を主に選評等を行いました。これに先立ちま

して市内１７校で５３教室の短歌教室というのを各学校で開催をして、投稿等に結びつけていただ

いたということでございます。学生の部の投稿数でございますけども１万５４５首、これは１人１

首ですので、同人数の方が参加されたということになります。来場者については７００人でござい

ました。 

  内部評価でございますけども、このフォーラムにつきましてはＮＨＫテレビ、Ｅテレでございま

すけれども、全国放送を１時間の番組でいたしますので、そのことによりまして「短歌のまち塩尻」

を全国に発信することができました。それから、先ほど教育長のほうからも報告がございましたよ

うに、短歌という文化を通じまして、言葉の大切さ、そこから生まれる豊かな心を育むということ

に対して、その一つの事業となったのではないかなというふうに感じております。 

  今後の方向性ですけども、２５年、四半世紀を継続して続けてきた事業につきまして、今後とも

これらの短歌等の日本の伝統的な文学に対する必要性、あるいは、その文学に通じた心の豊かさを

皆さんに求めて行くということについては、非常に重要なものであるということで、現状のまま継

続させていただきたいというふうに思っています。 

 続きまして次のページ、３４ページでございます。３４ページについては、公民館事業諸経費と

いうことでございまして、今回、内部の事務事業評価をするに当たりまして、社会教育として、公

民館事業というのはすごい重要な位置づけにかかわるということで、今回評価の対象とさせていた

だきました。公民館事業については、生涯学習の充実に向けて各地域で行われております市民に最

も近い学習活動というふうに考えております。事業効果として現代的課題や地域課題などの学習を
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含めた地域における生涯学習を推進することで、地域づくりや人づくりへつなげることができると

いうふうに考えております。 

 年度別事業費のところの人件費のところなんですけども、下に正規職員９人というふうになって

おります。これについては、生涯学習部の中央公民館の部分というのは、主事が１人なんですけれ

ども、この中の公民館事業委託料、中ほどにありますけども１，４００万円ほどについて、これは

各地区公民館への委託料ということで、分館の事業、あるいは地区館の事業についての事業費とい

うのは、ここに含まれておりますので、各地区館の主事の人数もここに追加させてございます。た

だ、１０地区館あるんですけども、それぞれ支所事業というのも少し含めてやっておりますので、

各地区館０．８人ということで地区館の主事８人、それから中央公民館主事１人ということで９人

という形になっておりますので、御了承をお願いしたいと思います。 

 ３５ページ、事業の内容及び成果でございますけども、中央公民館については、市内全体をカバ

ーする公民館としての全体的な、市内各１０地区館との連絡調整等を行ってまいりました。そのほ

か各講座ですけども、中央公民館では１３講座、延べ７０回、１，０２３人が受講しました。それ

から地区公民館においては２０７講座、延べ５９９回を開催しまして、１万３，１１０人が受講し

ております。そのほか受益者負担等の観点から講座の資料代とか、材料、参加負担などの徴収など

を改めて見直してまいってございます。それから講座の運営につきまして、講座参加者がみずから

運営にかかわるようなこともしていかなきゃいけないということで、当番制を導入しました。この

ことで資料配布など、あるいは事前準備等やっていただくという、それぞれの持ち分、役割ができ

ましたことによりまして、欠席率っていうのは減少してきたということでございます。 

 今後につきましてですけども、これからもさらにさまざまな形での公民館活動っていうものの重

要性というのは高まってくるというふうに考えておりますので、これからも時代に即した公民館の

役割等を見直し、あるいは考え、強化していくことで、続けていきたいということでございます。

そのようなことで、今後の方針としても現状としての継続という形で進めて行きたいというふうに

考えております。 

渡邊文化財担当課長 それでは、私から重伝建整備事業を御説明申し上げます。３６、３７ページを

ごらんください。３７ページのほうで、年度の実施した具体的な取組みを御報告申し上げます。重

伝建地区の修理・修景事業９件を実施いたしました。奈良井・木曽平沢の２地区の伝建地区であり

ますが、奈良井地区では修理１件、修景２件、木曽平沢では修理２件、修景４件の文化財保存景観

整備を実施したところであります。なお、修理物件というものは、文化財として特定されたものを

文化財修理方針に基づいて直すもの、修景事業というものは、特定されていない歴史的に新しい建

物を景観を整備するという作業をすることを修景事業という、文化財保護法におきましてその方向

性を出された修理方針によって、このような景観整備を実施することでありますので、申し添えさ

せていただきます。また、伝建地区保存審議会を２回開催することができました。修理・修景事業、

防災施策などの検討、地区組織・学識者の委員により協議がなされたところであります。事業実施

希望者の要望をヒアリングする「町並み相談会」を保存地区ごとに各２回ずつ開催でき、事業化が

図られました。奈良井地区では９名の方、木曽平沢地区では１２名の方の相談があり、事業化が進

んでいるところであります。文化庁調査官の現地での確認を２回受け、適正な補助事業が実施でき

たところであります。伝建整備事業の設計監理に当たる設計士との設計内容の検討会を１０回開催

することができました。お施主さんの要望と文化財の保護による両方の考えをここで協議すること

によって、補助対象に見合う事業とすることができました。 

  内部評価といたしましては、地域の保存会と共催する「町並み相談会」により事業実施希望者の

要望をヒアリングでき、広く住民の要望を事業に反映することができたと思っております。また、
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修理・修景事業の継続により文化財的景観整備ができ、来訪者の大規模な増加が図られたところで

あります。ＮＨＫのテレビのステージとなったこともその一因であろうかと思っております。伝建

保存審議会の審議を受け、学術面でのレベルの高い事業が推進されたところであります。伝建地区

の修理・修景の実施数を目標といたしました。。年間の目標値は７件でありますが、実績としては

９件実施することができました。 

  今後の方針でありますが、現状の継続であります。文化財の保存とあわせて活用を考慮する中で、

現状での進捗が住民要望とも合致しているという点でありまして、決して開発系でない文化財保存

というもので、現状で継続させていただきたいということであります。以上です。 

青木スポーツ振興課長 それでは、続きましてスポーツ振興課、お願いいたします。資料の３８、３

９ページになります。スポーツ振興課の事業といたしましては、スポーツの振興にかかるソフト事

業と体育施設の維持管理、整備などのハード事業にかかわる部分ございますが、平成２３年度は大

きな工事等はございませんでしたので、今回、市民スポーツ振興事業１事業を事業評価の対象とさ

せていただいております。 

中身でございますが３９ページになります。３番の前年度中実施事業ですが、市民スポーツ振興

事業の中では大きなものとして３つ、そちらに掲げてある第３回塩尻ぶどうの郷ロードレース、ヘ

ルシー・フィジカル教室、第２３回ファミリースポレクフェスティバルになりますが、これらにつ

きましては、教育委員会でもその都度、行事報告として内容を報告させていただいておりますので、

省略をさせていただきたいと思います。 

  内部評価でございますけれども、ぶどうの郷ロードレースにつきましては、毎年人気がございま

して、定員を上回るエントリーがあるということで、市民の関心を高め、健康体力づくりのきっか

けになるとともに、市内外に向けての塩尻特産のブドウ等のＰＲにもつながったという評価でござ

います。それからヘルシー・フィジカル教室につきましては、通年に近い形で行っている教室でご

ざいますが、参加者のコレステロール値、血糖値等の改善が見られるとともにそれぞれ運動習慣の

定着につながったということで、非常に有意義な教室であったという評価でございます。それから

３つ目のファミリースポレクフェスティバルにつきましては、本年度も実施して２４回目になるわ

けですけども、昨年まで来場者の減少や固定化が見られるということですが、スポーツに親しむき

っかけづくりのイベントとしての有効性はありますので、今後内容を検討をしながら実施していく

必要があるという評価でございます。指標としては、ロードレースのエントリー者数２，０００人

ということになっております。 

  今後の方針でございますが、現状の継続で実施していきたいということで上げさせていただいて

おります。理由といたしましては、手軽に始められるスポーツとしてウォーキング、ランニング等

の普及・推進がさらに有効であると考えておりますし、また、親子や高齢者がスポーツに親しむ機

会の提供も今後ますます必要になってまいりますので、スポレクフェスティバルにつきましては、

少し改善が必要でありますが、多くの市民の体力増進、スポーツ振興のために継続していきたいと

いうものでございます。以上でございます。 

熊谷男女共同参画・人事課長 それでは、続きまして男女共同参画・人権課の事業評価シートの説明

をいたします。４０、４１ページでございます。こちらは社会人権教育推進事業の内容でございま

す。こちらの事業の目的としましては、地域、あるいは企業におきまして人権教育を推進いたしま

して、人権意識の向上に努めるということでございます。 
主な昨年度実施したものの内容です。４１ページの３になりますけれども、まず地区公民館及び

分館での人権学習会の開催でございます。７地区で人権教育推進会議を開催しまして、また５７分

館で人権学習会を開催し、１，５７７名の参加がございました。続きましてその下の丸になります
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けれども、塩尻市企業人権教育推進連絡協議会、こちらの加盟事業所への情報提供並びに研修会を

開催したということでございます。加盟事業所９７社ございました。こちらのほうへ県・市の人権

教育学習につきましての情報を発信しております。また、研修会につきましては２３社、１１１名

の参加がございました。３つ目の丸になりますけれども、人権同和教育集会所、こちらでの学習会

及び集会所の維持管理でございます。人権学習会１回開催しまして１２名の参加、また集会所の利

用につきましては、地域の住民の方たち１，１１１名の利用があったということでございます。 

  ４番目の内部評価になります。人権学習会につきましては地区、あるいは区単位ということで開

催することをやっておりまして、より多くの市民の方に身近に人権教育、人権問題について考える

機会を持つといった企画でございます。これにつきましては、その下に指標がございます。市の総

合計画の指標になりますけども、年度の目標１，９２０名に対しまして、昨年実績１，７００人の

参加ということで、もう少し増加を図る必要があるということでございます。企業の人権教育につ

きましては９７社が加盟しておりますが、さらに今後、協議会の事業所啓発、加入促進に努める必

要があると考えております。 

  ５番目の今後の方針につきましては、現状での継続ということでございますけども、人権学習会

の参加人数が今後ともふえていくような取り組みを図りながら、各地区での学習会等を開催してい

くというものでございます。 

  続きまして４２、４３ページ、やさしく女と男推進事業でございます。こちらにつきましては、

男女共同参画の啓発事業を行いまして、意識の高揚とまたその地域でのリーダーの育成を図るとい

う内容でございます。 

  ４３ページの３の取組み内容と成果でございます。男女共同参画推進交流会を開催しまして１０

０名の参加がございました。また各地区を巡回して開催しております推進会議でございますが、昨

年は北小野で開催いたしまして４２名の参加がございました。それから市民ボランティアグループ

との協働で企画運営しております女と男２１世紀セミナーでございますが、昨年は、男女共同参画

基本計画策定記念講演会と井戸端会議を開催いたしまして、講演会のほうには１００名、また２地

区で開催いたしました井戸端会議には、吉田地区と楢川地区でございますが、１１９名の参加がご

ざいました。 

  内部評価につきましては、男女共同参画推進交流会では、各地区から参加者を募りまして１００

名の参加があり、男女共同参画につきまして理解を深めることができました。今後、その方たちが

地区で活躍されることを期待しております。また推進会議につきましては、地区単位で学習会を行

うということで、地区の役員の方たちを含めまして男女共同参画に関する知識を深めることができ

たというふうに考えております。また女と男２１世紀セミナーにつきましては、市民グループとの

協働での企画運営をするということで、ボランティアグループの人たちの人材育成になるとともに、

より市民に親しみやすい企画で啓発活動を行うことができたというふうに考えております。 

  今後の方向性につきましては、現状での継続ということでございます。第三次塩尻市男女共同参

画基本計画におきまして、地域の女性役員の割合が平成２７年度に２５％という目標がございます。

現状ではまだ２０％ということでございますので、今後ともさらなる啓発事業の継続が必要と考え

ております。以上でございます。 

小林平出博物館館長 それでは、４４、４５ページをお願いします。平出博物館関係ですが、史跡平

出遺跡指定地公有化整備事業です。全体事業概要のところに述べてありますが、平成９年から平成

２３年までの継続事業で事業を実施してきておりまして、総額約１５億円を投資した事業が平成２

３年度末で完結ということになりました。平出遺跡は、国の史跡１５ヘクタールという面積が指定

地になっていますが、そのうちの３６％の５．６ヘクタールの公有化部分を環境整備し、縄文、古
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墳、平安の村の景観復元、それからガイダンス棟の建設、防犯防火設備の設置等の事業を行たもの

であります。 

  ４５ページのところで、平成２３年度の具体的な事業ですが、説明施設工１１基、植栽工１，０

９３本、監視カメラ等の設備を３基設置し、一応、平成２３年度の事業終了をもちまして今回の整

備事業すべて完了ということになりました。お手元に届いていると思いますが、９月９日に竣工式

を挙行することになっております。 

  内部評価としましては、事業が完了しましたので利活用に本格的に取り組めることになったとい

うことと、この環境整備に並行しまして、塩尻市では平出一里塚線の道路の建設を行ってきており

ましたが、それがやはり３月末で開通になりましたので、遺跡と博物館は少し距離が離れておりま

したけれども、バスが自由に往き来ができるようになりましたので、両施設の利活用に便宜が図ら

れるようになりました。 

  今後の方針ですが、事業が終わりましたので、その他見直しになっておりますが、平成２４年度

以降は積極的な活用に努めてまいりたいと思います。以上です。 

小澤委員長 ありがとうございました。生涯学習部の説明をいただきました。委員の皆様方、御意見

お願いします。 

石井委員 生涯学習っていうのは、非常に担当される皆さん方がいろいろと知恵を出し合って工夫を

して、人集めということでもって大変苦労されていると思いますけれども、その点から見ても、こ

の報告書ですけれども、すべてが前向きにうまく進んでいるということで、いいんではないかなと

いうふうに思っておりますし、今後もそういったことでもって継続をしていただきたいなと、こん

なぐあいに思います。私は以上です。 

田中委員 ３５ページの公民館事業のことについてですけれども、生涯学習が進んできたので啓発に

当たるところから段階が新たに進んで、受益者負担っていう考え方が出て来たりですとか、講座参

加者みずからが運営にかかわるようになってきたというところで、また新たな段階かなと思います。

受益者負担のことなんですけれども、講座等の案内がありまして、それをアンテナを高くして開催

を知って受講するという方と、全くそこに興味がわかない方といて、受益者負担というのはどうな

のかな。もちろん受益している分、負担があって当然かと思うんですけども、そういうところに目

を向けられる方には、そういう益があってもいいのかなとも思ったり、当然受益者負担がいるかな

とも思ったりするんですけれども、そのあたりはどうでしょうか。 

中野生涯学習部次長（社会教育課長） 受益者負担の考え方につきましては、基本的にはケースバイ

ケースであるかなというふうに思っています。一律にこの事業であるからこういう形の受益者は負

担を求めなさいということは、それぞれの地区館の主事、あるいは中央公民館の主事とも話はして

まして、どういう対象、どの地域で、どういう方を対象として、どういう事業をやるかということ

の中で、それが例えばごく一般的に、要はカルチャー的なもののケース、ケースっていうか、そう

いうものに近いケースの場合はある程度の受益者負担をいただいてほしいですとか、あるいは、一

たんその講座でつくったものを、要は料理教室とかになりますね、料理教室とか、そういう場合に

きちっとその口の中に入っていくものについては、ある程度のそれぞれの受益者の負担をしてくだ

さいとか、あるいはちょっとこれから少しまだ考えていかなきゃいけない部分もありますけども、

いろんな見学とかですね、そういうケースの場合、どこに出かけるかということによって、その受

益者負担の割合だとか、額だとかっていうのは変わってくるのかなということでございまして、こ

れを社会教育課として一律にこうしてくださいということは、今やっておりませんので、それぞれ

の地区館、あるいは中央公民館でそのケースのよって判断をしてやっていくということで考えてお

りますので、お願いします。 
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田中委員 わかりました。ありがとうございます。 

渡辺職務代理者 ３９ページのぶどうの郷のロードレース、これは地元のロードレースだということ

で、やはりこういうのを契機にしてちょっと走ってみようかっていう市民の人数がふえてくってい

うのが、一つ好ましい効果だと思うんですけども、実際に参加される市民の人数そのものがふえて

いる、そんな傾向はあるんでしょうか。 

青木スポーツ振興課長 昨年の実績で言いますと、２，０６０人のうち市内の方が４０２人というこ

とで、約２割というところにとどまっておりまして、他市のマラソン大会、ロードレース等もそう

なんですが、どちらかというと市外、県外の方がふえているような傾向にあると伺っています。ち

ょっと過去の資料がありませんので、市民がどういう傾向にあるかということについては正確には

わかりませんけれども、横ばいではないかと思われます。 

石井委員 いいですか、関連ですけど。これ、ＰＲはランナーズへ載っけてるわけですか。 

青木スポーツ振興課長 はい、載せていただいております。 

石井委員 そうするとやはり、かなり市外の人が多いんじゃないかなと思いますけれど。 

それからもう１つ、一番心配になるのは、伝承的な整備をきちんとやってもらっているんですけ

ども、火災という面についての御心配はどうでしょうか。防火壁をつくるとか。 

渡邊文化財担当課長 重伝建のことですか。 

石井委員 はい、そうです。 

渡邊文化財担当課長 お答え申し上げます。３６ページのところに、平成２４年度事業として防災計

画の設計監理委託料がありますが、この委託料は、防災施設の整備事業の設計の費用になっており

ます。これも国庫補助の事業ではありますが、まず伝建地区内は木造建築ということを原則的に現

状変更の許可基準にしておりますので、大変火災面では弱いという点があげられるかと思います。

それに対しまして奈良井地区の場合は、１３６基でしょうか、消火施設を整えるというようなこと

で消火の対応をしております。今回木曽平沢も伝建制度によりまして、消火施設をしっかり整備す

るということを考えております。また消火施設を整備するということは地域の住民の方が、やはり

防災というものに対して意識が高まるという効果がありますので、ただ単に消火施設を整えるとい

うこと以上に効果を上げる事業にしたいと、そのように考えております。 

石井委員 こういう地域はですね、密集してずっとつながっているんですね。宗賀の洗馬地区で火災

があった時、あそこ全部が燃えてしまったというような事例がありますしするもんですから、せっ

かくお金はかけたは、火災だなんていうようなことのないように一つお願いしたいと思います。 

田中委員 男女共同参画の事業と人権教育の事業についてお伺いします。既に取り組みも長く行われ

ていて、浸透に時間がかかる内容ですし、数値ではなかなか成果が測れない内容かなと思いますが、

それぞれいろんな機会をつくっていただいて、参加者も少しずつふえているかなと思うんですけれ

ども、この参加人数の中には充て職的な動員の方と純然たる希望者ですとか、純然たる問題意識を

感じて参加されている方は、どのくらいの割合でしょうか。 

熊谷男女共同参画・人事課長 それについては非常に難しいところですけれども、地区で行っていま

す人権推進会議につきましては、各地区内の区の役員の方たちが中心になって出て来ていただいて

いる会議になります。そのほかの５７の分館で開催されました学習会につきましては、主に住民の

方ということが対象になっております。役員の方が、かなり多くはなっているとは思われまが、分

館によってはいろいろ工夫されまして、ほかの区の行事に、一般の子供や親子連れで大勢の方たち

の行事にあわせて啓発ビデオを見たりとか、またバスツアーの企画の時にバスの中でＤＶＤを見た

りとか、そういうようなほかの行事とあわせての学習会というのも工夫されておりますので、どの

くらいの一般の方がということは、ちょっと言えませんが、そういった工夫をされているというこ
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とで、御理解いただきたいと思います。 

田中委員 ありがとうございました。 

小澤委員長 時間も押してまいりました。一言お願いします。平出の公園、市民の関心が高いです。

過日も数人の親たちと公園の話をしたわけであります。松本には広い公園があるけど、塩尻にはな

いじゃないか、何とかして欲しいという話なんです。平出公園は見晴らしはいいし、広いし、とて

も期待していると。そこで一つ注文を言わせてもらうならばというスタンスでありました。せせら

ぎがほしい、小川がほしい、それから大きい木があって、そこで憩える場所がほしいと、そんな要

望が寄せられました。実現させてやりたいなという思いがありますので、お伝えいたしました。い

ずれにしても母親たちは、ここを期待しております。 

  生涯学習部のスタッフの皆さん、先ほどの石井委員のお話のとおりであります。各事業部に新た

な仕掛けを加えていただいて、リニューアルの苦労がしのばれます。よろしくお願いします。 

  それでは、市民交流センターお願いします。石川さん。 

石川総務課長 それでは、市民交流センターの主要事業につきまして、それぞれ御説明をさせていた

だきます。まず４７ページでございますけれども、市民交流センターの主要事業数でございます。

総務課２、市民活動支援課１、子育て支援センター２、図書館１ということで、計主要事業６事業

ということでございます。 

  今後の方針でございますけれども、現状、継続、現状が４、拡大が１、他事業と統合が１、計６

となってございます。 

  それでは、総務課から説明をさせていただきます。４８、４９ページをごらんいただきたいと思

います。総務課に２項目主要事業ございますけれども、まず市民交流センター交流企画事業でござ

います。これにつきましては、２年目を迎えるわけでございますけれども、えんぱーくの諸機能を

有機的に連携した幅広い事業展開を行うことで、事業展開を行ってきております。 

  ４９ページでございます。３の主な内容、成果でございます。この部分につきましては、定例で

定例的に行事報告で説明をさせていただいておりますので、主なものだけ御説明をさせていただき

ます。まず一番上の情報プラザで実施していたパソコン講座でございます。この講座を市民交流セ

ンターのＩＣＴルームというところに移行しまして開催をしてございます。内容的には、ワード・

エクセル・インターネットセキュリティー等の基礎から応用までのＩＴ講座を開催しております。

講座数延べ６６講座、受講者数延べ９７７人となってございます。次の読書による人づくり事業で

ございます。これにつきましては、「理科読」、「サイエンス教室」、「読み聞かせコミュニケーター育

成講座」と「読み聞かせ交流会」などを開催をしてございます。参加者延べ１，１９０名というこ

とになっております。３つ飛ばしていただきまして、市民交流センターに対する周知と利用の向上

を目的に、それぞれのイベントを行っているわけでございますけれども、関係機関、大門商店街で

ありましたり、そういった関係機関との連携によりまして、えんぱーくまつり、木育フェスティバ

ルの開催をしてまいりました。参加者延べ１万２，５７６人ということでございます。 

  ４の内部評価でございますけれども、幾つかの幅広い事業を展開してきたことに伴いまして、え

んぱーくの年間の来館者の大幅な増加につながるということであります。当初４０万人を想定して

いたわけでございますけれども、５９万人余の来館者がありまして、１年８カ月で１００万人を達

成したということになります。また、貸館利用につきましても年間７万人余の利用がありまして、

昨年同期でございますけれども、６％の増加があったということでございます。次の指標でござい

ますけれども、来館者数、当初５０万人を目標値にしておりましたけれども、実績値が５９万２，

９２９人というものでございました。 

  ５の今後の方針でございますけれども、継続（現状）ということで行ってまいりたいと思います。 
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 続きまして、５０、５１ページをごらんいただきたいと思います。市民交流センター管理諸経費

でございます。この部分につきましては、市民交流センターの機能を十分に引き出すための施設の

適切な維持管理ということで実施をしてまいっております。 

５１ページの３の内容、成果でございますけども、市民交流センターの利便性の向上、または十

分な機能確保のための施設の維持管理を行ってきたということになります。この施設管理といたし

ましては、清掃、警備等がありますけれども、特に清掃につきましては、毎日定期的な会議室・ト

イレ等の清掃、または警備。あと警備につきましては巡回と、館内の巡回ということで快適な環境

を維持してまいりました。駐車場管理につきましては、管理人を置きまして西と北側の駐車場の清

掃・整備管理等を行ってまいりまして、利用者につきましては、利便性の確保をしてまいりました。 

４の内部評価でございますけれども、まず施設管理につきましては、清掃について、会議室･トイ

レ等の清掃でございますけれども、１日３回以上の細部までの行き届いた清掃、または警備につき

ましては１日８回の巡回により、大きな事故やトラブルがなかったということでございます。続き

まして、空調等のシステムによるエアコン等の常時１５％カット、照明の５０％を消灯ということ

で目安にやってきたわけでございますけれども、夏場の節電も含め維持管理に努めてまいりました。

昨年度同期に比べまして、光熱費５．７％の減少ということでございます。次の駐車場管理につき

ましては、管理人を置いていることでの大きな事故やトラブルがなかったということでございます。 

５の今後の方針でございますけれども、継続（現状）ということで行ってまいりますので、よろ

しくお願いしたいと思います。総務課は以上でございます。 

小澤市民活動支援課長 続きまして市民活動支援課をお願いいたします。資料５２、５３ページにな

ります。５２ページ、決算額等につきましては、そちらに記載されているとおりでございます。 

平成２３年度に実施しました内容及び成果につきましては、協働のまちづくり提案公募事業によ

り補助金を交付し、市民の幸せにつながる市民公益活動団体への支援を実施してまいりました。昨

年度は、応募団体９団体中７団体の事業を採択いたしまして、１４０万円の補助金の交付を行いま

した。市民交流センター提案公募事業もまた行いまして、市民交流センターを活用した事業の支援

を実施いたしました。応募団体７団体中６団体を採択し、１１７万３，０００円の補助金を交付し

てまいりました。市民活動支援業務の一部を委託し、市民活動団体の育成支援を推進しました。そ

の内容としまして、塩尻・サミットの開催ということで、２０団体延べ６０人の参加がありました。

また人材育成講座ということで、地域プロデューサー養成講座を５回コースで実施いたしまして、

参加者１５名中修了書の交付を１２名にいたしました。市民活動団体等の相談は１３件を取り扱っ

ております。その他情報発信といたしまして、活動団体情報の一元化ということで、１９団体等と

の打ち合わせ会議等を実施いたしました。えんぱーくらぶは、市民活動として市民交流センターの

運営及び利用者のサポートを行いました。主な事業といたしまして、サポート活動としてイベント・

講演会の準備・案内、図書館の本の返却、また事業に伴う託児等を行いました。また、クラブの自

主的な活動といたしまして、グループ活動、提案事業活動、昨年度は新たに館内見回り、ミニおし

ゃべりひろばを開催しております。また広報活動として、くらぶ活動の市民周知に努めております。 

内部評価といたしましては、協働のまちづくり提案公募事業は、協働のまちづくり基金を活用し

て平成１８年度から実施してきております。現在までに３２団体６０事業に対して事業補助金を交

付し、市民の幸せにつながる公益性のある活動を支援してまいりました。市民交流センター提案公

募事業につきましては、昨年度開始しました新しい事業でございまして、市民交流センター運営方

針に基づき、市民交流センターを活用した市民活動を支援しました。それぞれの補助金は、市民の

主体的な事業を支援するため、経済的な支援としてとても有効ではありますけれども、２事業が類

似している点、また市民の皆様等にわかりにくい点等が、現在課題として上げられておりますので、
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今後の方針といたしましては、提案公募事業の内容を整理統合し、補助金等の見直しを現在、検討

しているところでございます。 

  続きまして、子育て支援センター事業について説明をさせていただきたいと思います。５４、５

５ページになりますけれども、支援センターの所長は、教育委員会への出席ができませんので、か

わって説明をさせていただきます。決算額等につきましては、そちらにあるとおりになります。 

  平成２３年度の具体的な内容及び成果につきましては、子育てにかかわる保護者の不安や悩みを

解消するために子育て相談や出前支援を実施いたしました。子育て相談数は４４２件を行いました。

出前支援におきましては、６５回実施しております。出前支援の主な内容としましては、健診に来

られない、健診にみえない御家庭へ訪問して、いろんな相談、支援等を行っております。また児童

館施設等の開放によるつどいの広場への支援になります。子育て中の保護者の学習の機会として、

広い分野の講演会や各種講座を開催いたしました。講演会を２回開催し、参加者延べ３２０名、各

種講座１４０回を開催し、受講者延べ４，６１１人が受講されております。妊婦対象の子育て準備

事業を新たに実施し、講座を開催いたしました。マタニティママの子育て準備講座を６回開催し、

延べ約１２５人が参加されております。こちらのマタニティママの講座につきましては、健康づく

り課で行っております母親学級とは違い、出産前の親の交流に役立っております。地域の子育てサ

ポートとしてファミリーサポート事業を積極的に行いました。また、サポーターのスキルアップに

努めてまいりました。ファミリーサポート利用の件数としましては、４６３件となっております。

また、会員数は４４８人となっております。乳児家庭への子育て情報紙「パパママレター」及び各

種子育て支援事業案内等の発送を行いました。発送数につきましては３，８７０通、対象乳児につ

きましては１，６７９人でございます。また、子育てサークル連絡会への援助を積極的に行いまし

た。１１のサークルに対して行いまして、援助回数、２回、１０行事に対して実施しております。

次世代育成及び地域の子育てボランティア育成に取り組みました。中高生の命の学習を１回行いま

した。また、ボランティアグループの援助ということで、１２回延べ１７６人に対して実施してお

ります。木の玩具を取り入れ、木育推進を開始いたしました。木の玩具に触れる遊びの会を２回実

施し、参加者が４１名ございます。こちらにつきましては、北部子育て支援センターにおいて実施

しております。 

  内部評価につきましては、現在の子育てに必要な事業を多様化させたことから、多くの保護者の

利用があったと思います。日ごろの支援では、伝達しきれない子育てのノウハウを、専門家や経験

者の話す情報とともに交流する機会の設定により、確かな支援となりました。 

  今後の方針につきましては、継続ということで考えております。 

  また、次のページになります。こども広場事業の関係でございます。決算額につきましては、そ

ちらにあるとおりになります。 

  平成２３年度に実施しました内容及び成果につきましては、未就学児童と家族が年齢にあった体

験型の遊び場として市内外から多くの利用がございました。昨年の年間利用者数は５万４，８５１

人、登録件数は３，９１７件となっております。木の玩具、遊具を取り入れ、木育を推進しました。

木に触れ、木を体験する玩具・大型遊具を整備し、特徴的環境のある施設にいたしました。定期的

にイベント等を行い、通常の御利用をお願いいたしました。職員による遊びの会を４８回開催して

おります。また、４万人目の来場者及び９万人目の来場者達成の折にはセレモニーを開催しており

ます。開館１周年記念イベントの参加者数は３００人となっております。木育フェスティバルによ

る「グッドトイキャラバン」等の開催も行っております。 

  内部評価につきましては、遊具の充実やイベントの開催等により、市内外からの安定した利用が

ございました。木育を推進することで、子育て家庭への「木」への認識を高めてまいりした。 
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  今後の方針といたしましては、先ほどの事業と同様に継続して実施してまいりたいと考えており

ます。以上です。 

石川総務課長 それでは、最後でございますけども、図書館長ちょっと欠席しておりますので、かわ

りに私が説明をさせていただきます。５８、５９ページをごらんいただきたいと思います。まず図

書館の事業諸経費っていうことで全体の事業概要でございますけれども、幼児から高齢者までのあ

らゆる市民を対象にした本の読み聞かせや各種行事を通して読書の普及を図るということで、幾つ

かここに書いてございますが、ごらんのとおりでございます。 

５９ページをごらんいただきたいと思います。３の具体的な取組み及び内容、成果でございます。

定例的に行事報告をさせていただいている部分は除きまして、ほかの部分を説明させていただきま

す。まず最初の丸でございますけれども、広範なニーズの把握に努めながら幅広い資料を購入し、

多くの資料提供を行いましたということで、貸出冊数でございますけれども６６万２，０１５冊。

市民一人当たりの貸出冊数が９．７冊ということでございます。次の丸でございますけれども、課

題解決型図書館を目指して、調査相談（レファレンス）でございますけれども、について積極的に

ＰＲをし、多くのレファレンスが寄せられるようになりましたということで、受付件数でございま

すが１，１７２件となってございます。１つ飛ばしていただきまして、次の丸でございますけれど

も、子供と読書をつなぐための理科読等の新しい取り組みも含むお話し会や、学校へ出向いて行う

お話しプレゼントなどを積極的に開催しましたということで、参加者数延べ４，５７４人となって

ございます。次の丸でございますけれども、市内小中学校の調べ学習や、高校の図書館利用学習を

積極的に支援しましたということでございます。 

４の内部評価でございますけれども、最初の丸でございますが、個人貸出冊数につきましては、

前年度から１７．７％ふえまして、市民一人当たりの貸出冊数も８．３冊、今、８．３冊でも県下

１位ということでございましたけれども、９．７冊へと増加をしたということでございます。また、

レファレンス数も前年２１１％を記録し、課題解決型の図書館としての利用が広がりつつあると考

えられます。次の丸でございますけれども、図書館について、居心地がよい、塩尻に引っ越してき

たい、毎日でも来たい等の声が寄せられ、人々が集い、交流する場としての機能が具体化しつつあ

ると考えられます。指標でございますけれども、レファレンス数、年度目標が６２０、実績数が１，

１７２と大幅にアップをしてございます。 

５の今後の方針でございますけれども、継続で拡大ということでやってまいりたいと考えており

ます。以上でございます。 

小澤委員長 ありがとうございました。市民交流センターのほうから発表してもらいました。御意見

どうぞ。 

田中委員 ５３ページの協働のまちづくり提案公募事業と市民交流センター提案公募事業の整理統

合と見直しについてお伺いしたいと思います。内部評価では、２事業に類似している点、また、市

民の皆様にわかりにくい点が見られますということなんですけれども、協働のまちづくりについて

は、塩尻市の総合計画で「ともに築く」ということで、「ともに」の「協働のまちづくり」という

ことになっていると認識しています。それはすべて住みよいまちをみんなでつくるという共通目的

があるのかなと思いまして、総合計画の後期のほうでは、「これからの公益」ということで、そう

いう概念で私は理解しています。また、市民交流センターのほうでは、知恵の交流を通じた人づく

りの場を基本コンセプトとしているということで、知恵の交流を通じた人づくりの場ということと、

機能融合を目指した事業運営ということで、確かにわかりにくい内容ではあるんですけれども、や

はり別々かなと思います。両方とも両方の事業の目的、目指すゴールは、これからの公益というこ

とで似通ってはいるんですけれども、やはり別々のことかなと思いますので、整理統合するに当た
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って、違いや意味を見直す機会になると思いますし、また違いをわかりやすく説明するいい機会に

なるのかなと思いました。こちらに塩尻市協働のまちづくり推進委員会の名簿と塩尻市市民交流セ

ンター運営協議会の委員さんの名簿があるんですけれども、２名の方が両方に参加されていらっし

ゃいますので、そのお二人の方々であれば多分おわかりになると思うんです、その違いというかが。

このお二方の意見を参考にして、違いをわかりやすく説明するということであったり、違いや意義

を見直す機会にしていただいて、それで整理統合が必要ということであればそうかなと思うんです

けれども、いかがでしょうか。 

小澤市民活動支援課長 今、田中委員さんおっしゃったこと、もっともだと思います。そのように理

解してくださる方もいらっしゃるんですけれど、なかなか一般市民の方に対しては、この事業の補

助金を受けてみようとか、そのように思う方の場合には、その違いがやはりなかなかわからな難い

という、そういう部分につきましては、私たちの説明不足とか、そういう点もあるかもしれません。

しかし、昨年度までの庁内の補助金等の見直しの中で、検討をする必要があるっていうことが示さ

れておりますので、本年度は見直しをしなければならない状況で、検討を進めさせていただいてお

ります。具体的な部分につきましては、ただいま１回目の検討会が終わったところですので、まだ

まだ内容等考えていくところがあると思いますので、また委員さんの意見等参考にさせていただき

ながら、検討してまいりたいと思っております。 

田中委員 承知しました。 

  もう１つ、済みません。５７ページのこども広場のことについて、こども広場に来ていらっしゃ

る方のお話を少し聞けたので、参考にしていただけたらなと思い、お話します。ここを単に遊びに

来る場所というふうに考えていらっしゃるだけでなく、子育て情報集めや相談の情報を得たいと思

って足を運ぶ、そこに貼ってあるポスターからこういうことに自分も参加してみようと決心するき

っかけをづくりになったり、同じ仲間を求めてこの場所に行くということもあるということが、お

話を聞いていてわかりましたので、その他の支援というところでも、また力を入れていただきたい

なと思います。以上です。 

小澤委員長 交流センター、非常に活況を呈していてうれしい限りであります。えんぱーくに行って

みると、図書館を中心に高校生の生徒数が非常に多いわけであります。見てると、座って勉強したり、

おしゃべりしたり、楽しんでいる姿があるわけであります。ややどちらかというと受け身、もらう、

利用するというスタンスでいるわけで、あの精力のある、力を蓄えている子供たちに若い力、持って

いる力を発揮する場を提供したいと思うわけであります。というのは、今、日本人は表現力を磨かな

くちゃいけないという国民的な願いがあります。例えば、プレゼンテーションみたいなものを企画し

て、子供の力を発露させる、そんな試みをしていただければなと、そんなことを思いました。 

以上でありますけれど、よろしいでしょうか。平成２３年度を反省して、平成２４年へつながっ

ているわけでありますけれども、また期待したいと思います。 

 

４ 議事 

 

５ その他 

○その他第１号  教育委員会関係例規改正について 

小澤委員長 議事がありませんので、その他に入ります。教育委員会関係例規改正について、事務局、

説明をお願いします。 

羽多野こども課長 資料６０、６１ページをお願いいたします。塩尻市私立幼稚園の就園奨励費補助

金交付要綱の一部改正でございます。この要綱の一部改正につきましては、毎年５月の上旬に国の
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ほうから、補助限度額が変更になって通知がまいります。６月の例規審査がすべて終わっている段

階でございますので、例年この９月の時期に例規の審査をさせていただいているものでございます。

補助限度額の金額を変えるというものがいつも主なものでございまして、２番の改正案の概要の

（１）というものが例年どおりでございまして、ことしは、この（２）番の個人住民税の年少扶養

控除の廃止に伴い、基準となる市民税所得割課税額を緩和するものというものが、ことし新たに出

てまいりました。これは、個人住民税の年少扶養控除、１６歳未満の扶養親族がいる場合に今まで

適用されていた所得控除がなくなったということに伴いまして、所得が前年とほとんど同じで家族

構成も同じという世帯であってもですね、個人住民税が増加されるという例が出てまいります。そ

れによって、この幼稚園就園奨励費の表のところが動いてしまうと不利を被るということの中で、

国のほうでですね、夫婦２人と子供２人という一定のモデル世帯を設定いたしまして、このモデル

世帯が、所得が全く同じ状況で考えた場合に負担がかわらないようにということで、その公式で見

直すということで実行したものが、この表の今回の改正でございます。 

今回これで改正をさせていただいてございますけれども、今後といいますか、７月の終わりにま

た追加でまいりまして、個々にですね、これはあくまでも塩尻市、あるいは塩尻市といいますか、

各地方自治体を主体とする事業でございまして、その金額を国のほうで一部を補助をするという制

度なものですから、市町村において、そのほかでももっと一歩進んで、昨年と比べた中で、個々に

全部見ていった中で該当者がいれば、それを変えるということもやってもいいよというような通知

も来ておりまして、現在、全県１９市ございますけれども、問い合わせをした中では、今のところ

もうこの既に出してあるこの標準の表でやって今年度は実施をしたいということで、塩尻市も現在

のところは、このもともと示されている第３パターンということですが、その方法によって改正を

したもので要綱の改正をさせていただいてございます。ちょっとわかりづらくて済みませんが。実

際にこれでやった場合にですね、昨年の金額、昨年と全く同じ所得だった人で影響が出た人がいる

のかいないのかというところが聞きたいところだと思いますけれども、実際にですね、これは、う

ちのほうから、もともと示された金額のものを各幼稚園のほうにお示しをして、幼稚園のほうで園

長先生から、通われている保護者のほうに通知が行っておりまして、それで、保護者からの申請に

よってうちのほうで把握をしております。その中では、申請をされた中で、うちのほうでオミット

した部分はございませんので、影響はないとしか言いようがないと言いますかね。要するに、申請

をされて、あらかじめ自分で、うちは該当しないからしないよと言ってされたところもあるかもし

れないので、その部分についてはちょっと今のところ把握ができていないという状況でございます

ので、よろしくお願いいたします。以上です。 

小澤委員長 よろしいでしょうか。 

 

○その他第２号  平成２４年度教育委員会関係補正予算（案）について 

小澤委員長 その次に、平成２４年度教育委員会関係補正予算（案）について、御説明お願いいたし

ます。 

古畑こども教育部次長（教育総務課長） それでは、６２ページからお願いをいたします。教育総務

課で３つお願いをさせていただきますけれども、高等学校等振興事業で３８万４，０００円の増額

補正でございますけれども、県内の９つの私立の高校に通う生徒に対しまして、一人３，０００円

の運営費を支給をしております。これが、当初予算に比べまして２８人不足になりましたので、そ

の分の８万４，０００円を補正をさせていただくものでございます。もう１つは、田川高等学校が、

この１０月に３０周年記念を行うイベントが予定をされております。その設備費の補助金といたし

まして、３０万円の補正をお願いをするものでございます。 
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  次に、学校医等報酬で１９万９，０００円の補正増額でございますが、内容につきましては、外

国語指導助手の所得税等の補てん分でございます。広陵中におりますＡＬＴ、バート・ネイション

さん、アメリカ国籍でございますけれども、３年目を迎えることになります。２年間は国内で免税

をされておりますけれども、３年目につきましては住民税、所得税がかかるというようなことにな

りますので、その任用規程によりまして、その分を市のほうから補てんをするということで、その

内訳が１９万９，０００円でございます。 

  その下の中学校管理諸経費につきましては、中体連の全国大会、北信越大会の出場記念品代とい

たしまして２，０００円の図書カードを記念品としてお届けしておりますけれども、夏季の大会出

場者が３９人ということで大勢になりまして、冬季１２人を予定しておりますと、この分だと不足

をしますので、３万８，０００円を増額をさせていただきたいというものでございます。 

羽多野こども課長 続きまして、４番こども課でございますが、ここの事業のところに保育所運営費

というところで書いてございますが、これは全体の金額でございまして、９億３，９００万円余に

なっておりますが、内容を見ていただきますと、給食備品、老朽化した業務用の冷凍冷蔵庫でござ

いますが、これが壊れたということで購入をさせていただきたいということで、備品購入費で言い

ますと、補正前の金額が２０２万９，０００円でございまして、今回の補正額が８２万４，０００

円。補正後の金額が２８５万３，０００円ということになります。平成８年９月１日に購入したも

のでございますが、何回か修理をしてまいりましたけれども、ことしいよいよだめになったという

ことで補正をさせていただきたいというものでございますので、よろしくお願いいたします。 

中野生涯学習部次長（社会教育課長） 続けて、よろしいですか。 

小澤委員長 お願いします。 

中野生涯学習部次長（社会教育課長） 生涯学習部、６３ページでございますけれども、木曽漆器館

運営諸経費６万円の補正増でございます。内容につきましては、木曽漆器館の電話ターミナルアダ

プターが落雷により故障し、使用不可能となったため、５万７，０００円プラス消費税の補正増額

をさせていただきます。なお、この額につきましては火災保険の対象となりますので、よろしくお

願いします。 

小澤委員長 お願いします。 

石川総務課長 最後になりますけども、歳入でございます、６４ページでございます。済みません、

最初におわび申し上げます。一つは、歳入のほうで図書館のほうがここから落ちておりまして、済

みませんが口頭で御説明申し上げますので、よろしくお願いします。 

  まず歳入、２つございます。総務課の部分が２つございます。１つは社会資本整備総合交付金、

国の交付金でございますけども、この交付金４０万円でございます。額の確定に伴いましての歳入

補正でございます。２つ目でございますけれども、地域発元気づくり支援金でございます。県の支

援金でございますけども、５２万円。これにつきましても、額の確定に伴います補正でございます。 

  それで、もう１つ図書館でございます。図書館につきましては、社会資本整備総合交付金でござ

います。２５万円の補正でございます。これも、額の確定に伴います補正でございます。 

それで、総務課の社会資本整備総合交付金及び図書館の同じ交付金でございますが、講師謝礼等

に充当するということになっております。あと、県の地域発元気づくり支援金につきましては、ア

ートフェスタ等の事業に充当をさせていただきたいということの歳入補正でございます。よろしく

お願いします。 

小澤委員長 ありがとうございました。補正予算について説明がありました。御意見、よろしいでし

ょうか。 

  ありがとうございました。 
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  それでは、その他へ入ります。全国短歌フォーラムｉｎ塩尻について、お願いします。 

中野生涯学習部次長（社会教育課長） それでは、全国短歌フォーラムｉｎ塩尻の概要、平成２４年

９月２９日から３０日、レザンホールで開催をいたします。投稿者数等につきましては、前回の協

議会の折に、減少したということで内容を御説明をしております。ここに記載されているとおり、

投稿者が昨年に比べまして２１７名の減、それから、投稿歌につきましては４８１首の減というこ

とでございます。投稿歌につきましては、自由題に比べまして題詠歌のほうが減少数が大きいとい

うことで、これは、題が馬だったということで、実は昨日、最終選考会がございまして、先生方３

人の方ともお話をさせていただきましたが、やはり馬というのは難しかったのだろうなということ

でございます。減少した理由はそれだけではないというふうに理解しておりますので、これについ

ては詳細をまた確認しながら対応してまいりたいというふうに思っているところです。 

  ５番目以降に、大会の概要等を載せてありますので、またごらんいただきまして、参加等をお願

いしたいと思います。２ページのほうの（５）番、特にその内容で変わったところと言いますと、

武川忠一先生の追悼展を行いたいということで、これは場所が限られてしまうものですからいけな

いんですけども、中ホールの前のロビーのところに展示をしていきたいというふうに考えておりま

す。この展示につきましては、９月１日から短歌館で２７日まで展示をしております。これは、松

本の窪田空穂館等からお借りしたりしながら展示をしていますので、それをそのままフォーラムの

会場に持ってきて展示をしたいというように考えております。 

  それから、きょうお配りしました別添の資料でございますけども、当初から御説明をしてまいり

ました短歌フォーラム２５回を記念をしました歌集の件でございますが、「短歌燦燦」という仮称と

いうふうに書いてありますけど、「短歌燦燦」というタイトルで９月１５日に刊行予定ということに

なっております。この資料の中にちょっと抜けていまして、大変申しわけないんですけども、大事

なのが抜けまして、出版なんですけども、これはＮＨＫ出版からの出版ということになります。内

容につきましては、全２４０ページで、選者の言葉から、最優秀等について掲載をさせていただく

ということで、選者のお話しになりました選評等につきましては、最優秀、それから特別賞、優秀

作について掲載をさせていただくというものでございます。定価につきましては、２，２００円プ

ラス税となります。この作品については、全国の書店での販売、あわせまして、フォーラムあるい

は社会教育課で販売もあわせて行いたいと予定しておりますので、よろしくお願いします。以上で

す。 

小澤委員長 フォーラムについて御意見ありますか。 

  それでは次に、豊かな心を育む市民の集いについて。 

羽多野こども課長 ピンク色のチラシでございますけれども、豊かな心を育む市民の集いということ

で、先ほど月間の予定表にもございましたけれども、９月１５日土曜日午後１時からということで、

レザンホール大ホールにおきまして、八名信夫さんの講演会、演題といたしまして、誰にだってそ

の人の華があるということで講演会を開催いたします。これは、一番上のところにも書いてござい

ますが、青少年健全育成、それから男女共同参画・人権啓発ということで、青少年健全育成を担当

しておりますこども課と、男女共同参画・人権課が、毎年交互に幹事といたしまして開催をさせて

いただいております。この３つの事業を一緒に合同で開催をするということでございますので、教

育委員さんの皆さんにおかれましても、ぜひ御参加をいただければと思いますので、どうぞよろし

くお願いいたします。 

小澤委員長 これについて、よろしいですか。 

  事務局、ほかにありますか。 

上條教育企画係長 ございません。 
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小澤委員長 委員のほうでありますか。 

 

６ 閉会 

小澤委員長 長時間、本当にありがとうございました。以上で８月の定例教育委員会を終わります。

ありがとうございました。 

○ 午後４時５分に閉会する。 

以上 

 




